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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　主要サービングセルによって、共有アクセス高周波帯域において近隣セルが動作すると
決定することと、
　前記主要サービングセルによって、前記共有アクセス高周波帯域において前記近隣セル
が動作するという前記決定に少なくとも一部基づいて、前記近隣セルが主要サービングセ
ルとしてサービスするのを禁止されることを示すシグナリング情報をモバイルデバイスに
送信することとを備える、方法。
【請求項２】
　前記シグナリング情報を送信することが、
　専用シグナリングリソースを使用して前記シグナリング情報を送信することを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記シグナリング情報が、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング情報を備える、請
求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記シグナリング情報が、前記モバイルデバイスが無線リソース制御（ＲＲＣ）アイド
ル状態にあるときに前記モバイルデバイスが監視すべきではない、前記共有アクセス高周
波帯域の１つまたは複数の周波数を示す、請求項３に記載の方法。
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【請求項５】
　前記共有アクセス高周波帯域の１つまたは複数の周波数が、セル再選択の優先度を割り
当てられない、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記シグナリング情報が、前記モバイルデバイスがある時間期間の間主要サービングセ
ルとして前記近隣セルにアクセスするのを禁止されることを示す、請求項１に記載の方法
。
【請求項７】
　前記共有アクセス高周波帯域の１つまたは複数の周波数範囲が主要サービングセルの選
択に適していないと決定することをさらに備え、前記１つまたは複数の周波数範囲が前記
近隣セルによって使用される周波数を含み、
　前記シグナリング情報の少なくとも一部分が、前記共有アクセス高周波帯域の前記１つ
または複数の周波数範囲を一意に特定する、１つまたは複数の周波数バンド識別子または
チャネル識別子を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記共有アクセス高周波帯域の周波数範囲が主要サービングセルの選択に適していない
と決定することをさらに備え、前記周波数範囲が前記近隣セルによって使用される周波数
を含み、
　前記シグナリング情報の少なくとも一部分が、前記共有アクセス高周波帯域の前記周波
数範囲を特定する、複数の周波数バンド識別子またはチャネル識別子の１つを備える、請
求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記モバイルデバイスが無線リソース制御（ＲＲＣ）接続状態にあるとき、前記共有ア
クセス高周波帯域において前記近隣セルが動作するという前記決定に少なくとも一部基づ
いて、前記近隣セルへの前記モバイルデバイスのハンドオーバーを防ぐことをさらに備え
る、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記シグナリング情報が、前記モバイルデバイスが無線リソース制御（ＲＲＣ）アイド
ル状態にあるときにセル再選択の検討に利用不可能である、前記共有アクセス高周波帯域
の１つまたは複数の周波数を示す、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記共有アクセス高周波帯域において動作する前記近隣セルにアクセスするための要求
を前記モバイルデバイスから受信することと、
　前記共有アクセス高周波帯域において動作する前記近隣セルにアクセスするための前記
要求を拒絶することとをさらに備え、
　前記シグナリング情報を前記送信することが、前記近隣セルが前記主要サービングセル
としてサービスするのを禁止されることを示す原因値を前記モバイルデバイスに送信する
ことを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　主要サービングセルに対応する第１の基地局からのシグナリング情報をモバイルデバイ
スにおいて受信することと、ここにおいて前記シグナリング情報は、第２の基地局に対応
する近隣セルが共有アクセス高周波帯域において動作するという前記主要サービングセル
の決定に伴って送信され、前記近隣セルが主要サービングセルとしてサービスするのを禁
止されることを示す、
　前記受信されたシグナリング情報に少なくとも一部基づいて、前記主要サービングセル
としてサービスするのを禁止されるものとして前記近隣セルを特定することとを備える、
方法。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
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　主要サービングセルによって、共有アクセス高周波帯域において近隣セルが動作すると
決定するための手段と、
　前記主要サービングセルによって、前記共有アクセス高周波帯域において前記近隣セル
が動作するという前記決定に少なくとも一部基づいて、前記近隣セルが主要サービングセ
ルとしてサービスするのを禁止されることを示すシグナリング情報をモバイルデバイスに
送信するための手段とを備える、装置。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　主要サービングセルに対応する第１の基地局からのシグナリング情報をモバイルデバイ
スにおいて受信するための手段と、ここにおいて前記シグナリング情報は、第２の基地局
に対応する近隣セルが共有アクセス高周波帯域において動作するという前記主要サービン
グセルの決定に伴って送信され、前記近隣セルが主要サービングセルとしてサービスする
のを禁止されることを示す、
　前記受信されたシグナリング情報に少なくとも一部基づいて、前記主要サービングセル
としてサービスするのを禁止されるものとして前記近隣セルを特定するための手段とを備
える、装置。
【請求項１５】
　実行されると、コンピュータに、請求項１～１２のうちのいずれか一項に従った方法を
行わせる命令を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　[0001]　本特許出願は、２０１４年１０月３１日に出願された、Ｊｉ他による米国特許
出願第１４／５２９，９９７号、「Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ　ｆｏｒ　Ｉｄｅｎｔｉｆｙｉ
ｎｇ　Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｃｅｌｌｓ　Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　ｉｎ　
Ｓｈａｒｅｄ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ」、
および、２０１４年１月２０日に出願され、「Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ　ｆｏｒ　Ｉｄｅｎ
ｔｉｆｙｉｎｇ　Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｃｅｌｌｓ　Ｏｐｅｒａｔｉｎ
ｇ　ｉｎ　Ｓｈａｒｅｄ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｓｐｅｃｔ
ｒｕｍ」と題される、Ｊｉ他による米国仮特許出願第６１／９２９，４７９号の優先権を
主張するもので、これらの各々は本出願の譲受人に譲渡される。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]　本開示は、例えば、ワイヤレス通信システムに関し、より具体的には、共有ア
クセス高周波帯域(shared access radio frequency spectrum)において動作する二次的サ
ービングセルを特定するための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング
、ブロードキャストなどのような、様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く
展開されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周
波数、および電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが
可能な多重接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元
接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続
（ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　[0004]　例えば、ワイヤレス多元接続通信システムは、各々が複数のモバイルデバイス
のための通信を同時にサポートする、いくつかの基地局を含み得る。基地局は、（例えば
、基地局からモバイルデバイスへの送信のために）ダウンリンクチャネル上で、および（
例えば、モバイルデバイスから基地局への送信のために）アップリンクチャネル上で、モ



(4) JP 6517220 B2 2019.5.22

10

20

30

40

50

バイルデバイスと通信できる。
【０００５】
　[0005]　モバイルデバイスとの通信のいくつかのモードは、異なる高周波帯域（例えば
、免許高周波帯域(licensed radio frequency spectrum)および／または共有アクセス高
周波帯域）を通じたモバイルデバイスとの通信を可能にし得る。モバイルデバイスとの通
信のいくつかのモードはまた、主要サービングセル(primary serving cell)（例えば、第
１の周波数コンポーネントキャリア）を介して、およびオプションで、１つまたは複数の
二次的サービングセル（例えば、第２または第３の周波数コンポーネントキャリア）を介
して、モバイルデバイスとの通信を可能にし得る。ある条件のもとでは、異なるサービン
グセルが、異なる高周波帯域を通じてモバイルデバイスと通信し得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]　本開示は、例えば、共有アクセス高周波帯域において動作する二次的サービン
グセルを特定するための１つまたは複数の技法に関する。いくつかの例では、ある周波数
および／またはサービングセルは、（例えば、使用される無線周波数、干渉、バックホー
ル条件などが原因で）制御信号を扱うことに対してより低い信頼性であり得る。いくつか
の例では、共有アクセス高周波帯域の周波数（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）高周波帯
域、および／または複数のモバイルネットワーク事業者（ＭＮＯ：mobile network opera
tor）がアクセスする権限のある高周波帯域のような、免許不要の使用(unlicensed use)
が可能であるので装置がアクセスを争う必要のあり得る高周波帯域）、および／または、
そのような共有アクセス高周波帯域を通じて通信するセルは、制御信号を扱うことに対し
てより低い信頼性であり得る。従って、そのような周波数が主要サービングセルを選択す
るためにモバイルデバイスによって使用され得ないこと（またはそのような周波数が１つ
または複数の二次的サービングセルを選択するために使用され得ること）、または、その
ようなセルが主要セルとしてサービスするのを禁止されること（またはそのようなセルが
二次的サービングセルとして動作し得ること）を示すことが、有用であり得る。
【０００７】
　[0007]　説明のための例の第１のセットでは、ワイヤレス通信のための第１の方法が説
明される。一例において、方法は、共有アクセス高周波帯域においてセルが動作すると決
定することと、共有アクセス高周波帯域においてセルが動作するという決定に少なくとも
一部基づいて、セルが主要サービングセルとしてサービスするのを禁止されることを示す
シグナリング情報をモバイルデバイスに送信することとを含み得る。
【０００８】
　[0008]　方法のいくつかの例では、シグナリング情報を送信することは、専用シグナリ
ングリソース(dedicated signaling resources)を使用してシグナリング情報を送信する
ことを含み得る。これらの例では、シグナリング情報は、無線リソース制御（ＲＲＣ：ra
dio resource control）シグナリング情報を含み得る。また、シグナリング情報は、モバ
イルデバイスがＲＲＣアイドル状態にあるときにモバイルデバイスが監視(monitor)すべ
きではない、共有アクセス高周波帯域の１つまたは複数の周波数を示し得る。
【０００９】
　[0009]　方法のいくつかの例では、共有アクセス高周波帯域の１つまたは複数の周波数
は、セル再選択の優先度(cell reselection priority)を割り当てられないことがある。
【００１０】
　[0010]　方法のいくつかの例では、シグナリング情報を送信することは、シグナリング
情報をブロードキャストすることを含み得る。同じまたは他の例では、シグナリング情報
は、モバイルデバイスがある時間期間の間主要サービングセルとしてセルにアクセスする
のを禁止されることを示し得る。
【００１１】
　[0011]　いくつかの例では、方法は、共有アクセス高周波帯域の１つまたは複数の周波
数範囲が主要サービングセルの選択に適していないと決定することを含み得る。１つまた
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は複数の周波数範囲は、セルによって使用される周波数を含み得る。これらの例では、シ
グナリング情報の少なくとも一部分は、共有アクセス高周波帯域の１つまたは複数の周波
数範囲を一意に特定する(uniquely identify)、１つまたは複数の周波数バンド識別子(fr
equency band identifiers)またはチャネル識別子(channel identifiers)を含み得る。
【００１２】
　[0012]　いくつかの例では、方法は、共有アクセス高周波帯域の周波数範囲が主要サー
ビングセルの選択に適していないと決定することを含み得る。周波数範囲は、セルによっ
て使用される周波数を含み得る。これらの例では、シグナリング情報の少なくとも一部分
は、共有アクセス高周波帯域の周波数範囲を特定する、複数の周波数バンド識別子または
チャネル識別子の１つを含み得る。
【００１３】
　[0013]　方法のいくつかの例では、シグナリング情報を送信することは、主要同期信号
（ＰＳＳ：primary synchronization signal）、二次的同期信号（ＳＳＳ：secondary sy
nchronization signal）、またはセル参照信号（ＣＲＳ：cell reference signal）を使
用してシグナリング情報を送信することを含み得る。他の例では、シグナリング情報を送
信することは、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ：clear channel assessment）免除
送信（ＣＥＴ）フレームを使用してシグナリング情報を送信することを含み得る。
【００１４】
　[0014]　方法のいくつかの例では、シグナリング情報は、マスター情報ブロック（ＭＩ
Ｂ：master information block）において送信され得る。いくつかの例では、シグナリン
グ情報は、ＭＩＢに追加される１つまたは複数の情報要素を使用して送信され得る。いく
つかの例では、シグナリング情報は、システム情報ブロック（ＳＩＢ：system informati
on block）において送信され得る。いくつかの例では、シグナリング情報は、ＳＩＢに追
加される１つまたは複数の情報要素を使用して送信され得る。いくつかの例では、周波数
バンド識別子は、セルが主要サービングセルとしてサービスするのを禁止されることを示
すために使用され得る。
【００１５】
　[0015]　いくつかの例では、方法は、モバイルデバイスがＲＲＣ接続状態にあるとき、
共有アクセス高周波帯域においてセルが動作するという決定に少なくとも一部基づいて、
セルへのモバイルデバイスのハンドオーバーを防ぐことを含み得る。同じまたは他の例に
おいて、シグナリング情報は、モバイルデバイスがＲＲＣアイドル状態にあるとき、セル
再選択の検討において利用不可能である共有アクセス高周波帯域の１つまたは複数の周波
数を示し得る。
【００１６】
　[0016]　いくつかの例では、方法は、共有アクセス高周波帯域において動作するセルに
アクセスするためのモバイルデバイスからの要求を受信することと、共有アクセス高周波
帯域において動作するセルにアクセスするための要求を拒絶することとを含み得る。これ
らの例では、シグナリング情報を送信することは、セルが主要サービングセルとしてサー
ビスするのを禁止されることを示す原因値をモバイルデバイスに送信することを含み得る
。
【００１７】
　[0017]　説明のための例の第２のセットでは、ワイヤレス通信のための装置が説明され
る。一例では、装置は、共有アクセス高周波帯域においてセルが動作すると決定するため
の手段を含み得る。装置はまた、共有アクセス高周波帯域においてセルが動作するという
決定に少なくとも一部基づいて、セルが主要サービングセルとしてサービスするのを禁止
されることを示すシグナリング情報をモバイルデバイスに送信するための手段を含み得る
。いくつかの例では、装置はさらに、説明のための例の第１のセットに関して上で説明さ
れたワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の態様を実施するための手段を含み得
る。
【００１８】
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　[0018]　説明のための例の第３のセットでは、ワイヤレス通信のための別の装置が説明
される。一例では、装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メ
モリに記憶された命令とを含み得る。命令は、共有アクセス高周波帯域においてセルが動
作すると決定し、共有アクセス高周波帯域においてセルが動作するという決定に少なくと
も一部基づいて、セルが主要サービングセルとしてサービスするのを禁止されることを示
すシグナリング情報をモバイルデバイスに送信するように、プロセッサによって実行可能
であり得る。いくつかの例では、命令はまた、説明のための例の第１のセットに関して上
で説明されたワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の態様を実施するように、プ
ロセッサによって実行可能であり得る。
【００１９】
　[0019]　説明のための例の第４のセットでは、ワイヤレス通信システム中のワイヤレス
通信装置による通信のためのコンピュータプログラム製品が説明される。一例では、コン
ピュータプログラム製品は、ワイヤレス通信装置に、共有アクセス高周波帯域においてセ
ルが動作すると決定させ、共有アクセス高周波帯域においてセルが動作するという決定に
少なくとも一部基づいて、セルが主要サービングセルとしてサービスするのを禁止される
ことを示すシグナリング情報をモバイルデバイスへ送信させるように、プロセッサによっ
て実行可能な命令を記憶した非一時的コンピュータ可読媒体を含み得る。いくつかの例で
は、命令はまた、ワイヤレス通信装置に、説明のための例の第１のセットに関して上で説
明されたワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の態様を実施させるように、プロ
セッサによって実行可能であり得る。
【００２０】
　[0020]　説明のための例の第２のセットでは、ワイヤレス通信のための第２の方法が説
明される。一例では、方法は、共有アクセス高周波帯域において動作するセルが主要サー
ビングセルとしてサービスするのを禁止されることを示すシグナリング情報を基地局から
モバイルデバイスにおいて受信することを含んでよく、モバイルデバイスは、受信された
シグナリング情報に少なくとも一部基づいて、主要サービングセルとしてサービスするの
を禁止されるものとしてセルを特定する。
【００２１】
　[0021]　方法のいくつかの例では、シグナリング情報は、専用シグナリングリソースを
介して受信され得る。方法の同じまたは他の例では、シグナリング情報は、ＲＲＣシグナ
リングを介して受信され得る。また、シグナリング情報は、モバイルデバイスがＲＲＣア
イドル状態にあるときにモバイルデバイスが監視すべきではない、共有アクセス高周波帯
域の１つまたは複数の周波数を示し得る。
【００２２】
　[0022]　方法のいくつかの例では、シグナリング情報は、モバイルデバイスがある時間
期間の間主要サービングセルとしてセルにアクセスするのを禁止されることを示し得る。
【００２３】
　[0023]　方法のいくつかの例では、シグナリング情報の少なくとも一部分は、共有アク
セス高周波帯域の１つまたは複数の周波数範囲を一意に特定する、１つまたは複数の周波
数バンド識別子またはチャネル識別子を含み得る。１つまたは複数の周波数範囲は、セル
によって使用される周波数を含み得る。これらの例では、方法は、共有アクセス高周波帯
域の１つまたは複数の周波数範囲が主要サービングセルの選択に適していないと決定する
ことを含み得る。
【００２４】
　[0024]　方法のいくつかの例では、シグナリング情報の少なくとも一部分は、共有アク
セス高周波帯域の周波数範囲を特定する、複数の周波数バンド識別子またはチャネル識別
子の１つを含み得る。周波数範囲は、セルによって使用される周波数を含み得る。これら
の例では、方法は、共有アクセス高周波帯域の周波数範囲が主要サービングセルの選択に
適していないと決定することを含み得る。
【００２５】
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　[0025]　方法のいくつかの例において、シグナリング情報は、モバイルデバイスがＲＲ
Ｃアイドル状態にあるとき、セル再選択の検討において利用不可能である共有アクセス高
周波帯域の１つまたは複数の周波数を示し得る。
【００２６】
　[0026]　説明のための例の第６のセットでは、ワイヤレス通信のための別の装置が説明
される。一例では、装置は、共有アクセス高周波帯域において動作するセルが主要サービ
ングセルとしてサービスするのを禁止されることを示すシグナリング情報を基地局からモ
バイルデバイスにおいて受信するための手段を含み得る。装置はまた、受信されたシグナ
リング情報に少なくとも一部基づいて、主要サービングセルとしてサービスするのを禁止
されるものとしてセルを特定するための手段を含み得る。いくつかの例では、装置はさら
に、説明のための例の第５のセットに関して上で説明されたワイヤレス通信のための方法
の１つまたは複数の態様を実施するための手段を含み得る。
【００２７】
　[0027]　説明のための例の第７のセットでは、ワイヤレス通信のための別の装置が説明
される。一例では、装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メ
モリに記憶された命令とを含み得る。命令は、共有アクセス高周波帯域において動作する
セルが主要サービングセルとしてサービスするのを禁止されることを示すシグナリング情
報を基地局からモバイルデバイスにおいて受信するように、プロセッサによって実行可能
であり得る。命令はまた、受信されたシグナリング情報に少なくとも一部基づいて、主要
サービングセルとしてサービスするのを禁止されるものとしてセルを特定するように、プ
ロセッサによって実行可能であり得る。いくつかの例では、命令はまた、説明のための例
の第５のセットに関して上で説明されたワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の
態様を実施するように、プロセッサによって実行可能であり得る。
【００２８】
　[0028]　説明のための例の第８のセットでは、ワイヤレス通信システム中のワイヤレス
通信装置による通信のための別のコンピュータプログラム製品が説明される。一例では、
コンピュータプログラム製品は、ワイヤレス通信装置に、共有アクセス高周波帯域におい
て動作するセルが主要サービングセルとしてサービスするのを禁止されることを示すシグ
ナリング情報を基地局からモバイルデバイスにおいて受信させるように、プロセッサによ
って実行可能な命令を記憶した、非一時的コンピュータ可読媒体を含み得る。命令はまた
、ワイヤレス通信装置に、受信されたシグナリング情報に少なくとも一部基づいて、主要
サービングセルとしてサービスするのを禁止されるものとしてセルを特定させるように、
プロセッサによって実行可能であり得る。いくつかの例では、命令はまた、ワイヤレス通
信装置に、説明のための例の第５のセットに関して上で説明されたワイヤレス通信のため
の方法の１つまたは複数の態様を実施させるように、プロセッサによって実行可能であり
得る。
【００２９】
　[0029]　説明のための例の第９のセットでは、ワイヤレス通信のための第３の方法が説
明される。一例では、方法は、モバイルデバイスによって、モバイルデバイスに記憶され
ている情報に少なくとも一部基づいて、主要セルとしてサービスするのを禁止されるもの
として、共有アクセス高周波帯域において動作するセルを特定することを含み得る。
【００３０】
　[0030]　説明のための例の第１０のセットでは、ワイヤレス通信のための装置が説明さ
れる。一例では、装置は、モバイルデバイスによって、モバイルデバイスに記憶されてい
る情報に少なくとも一部基づいて、主要サービングセルとしてサービスするのを禁止され
るものとして、共有アクセス高周波帯域において動作するセルを特定するための手段を含
み得る。
【００３１】
　[0031]　説明のための例の第１１のセットでは、ワイヤレス通信のための別の装置が説
明される。一例では、方法は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、
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メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、モバイルデバイスによって、モバイルデ
バイスに記憶されている情報に少なくとも一部基づいて、主要サービングセルとしてサー
ビスするのを禁止されるものとして、共有アクセス高周波帯域において動作するセルを特
定するように、プロセッサによって実行可能であり得る。
【００３２】
　[0032]　説明のための例の第１２のセットでは、ワイヤレス通信システム中のワイヤレ
ス通信装置による通信のためのコンピュータプログラム製品が説明される。一例では、コ
ンピュータプログラム製品は、ワイヤレス通信装置に、モバイルデバイスによって、モバ
イルデバイスに記憶されている情報に少なくとも一部基づいて、主要サービングセルとし
てサービスするのを禁止されるものとして、共有アクセス高周波帯域において動作するセ
ルを特定させるように、プロセッサによって実行可能な命令を記憶した非一時的コンピュ
ータ可読媒体を含み得る。
【００３３】
　[0033]　上では、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、本
開示による例の特徴および技術的利点をやや広く概説した。追加の特徴および利点が以下
で説明される。開示される概念および特定の実施例は、本開示の同じ目的を実施するため
に他の構造を変形または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等価
な構成は、添付の特許請求の範囲の趣旨および範囲から逸脱しない。関連する利点ととも
に、本明細書で開示される概念の編成と動作の方法の両方に関して、それらの概念を特徴
づけると考えられる特徴は、添付の図に関連して検討されれば以下の説明からより良く理
解されるだろう。各図は、例示および説明のみの目的で与えられ、特許請求の範囲の限界
を定めるものとして与えられるものではない。
【００３４】
　[0034]　以下の図面を参照することにより、本発明の性質および利点のさらなる理解が
実現され得る。添付の図では、同様のコンポーネントまたは特徴は、同じ参照ラベルを有
し得る。さらに、同じタイプの様々なコンポーネントは、参照ラベルの後に、ダッシュと
、同様のコンポーネントを区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。
本明細書で第１の参照ラベルだけが使用される場合、説明は、第２の参照ラベルにかかわ
らず、同一の第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのいずれにも適用可能であ
る。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムのブロック図を示す。
【図２】本開示の様々な態様による、共有アクセス高周波帯域を使用して様々な状況のも
とでＬＴＥ（登録商標）／ＬＴＥ－Ａが展開される、ワイヤレス通信システムを示す。
【図３】本開示の様々な態様による、共有アクセス高周波帯域を使用してスタンドアロン
モードでＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａが展開される、ワイヤレス通信システムを示す。
【図４】本開示の様々な態様による、ＲＲＣアイドル状態およびＲＲＣ接続状態に従って
モバイルデバイスが動作し得る、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチャート
である。
【図５】本開示の様々な態様による、モバイルデバイスがＲＲＣアイドル状態にあるとき
のモバイルデバイスと主要サービングセル（ＰＣｅｌｌ）との間のワイヤレス通信の例を
示す。
【図６】本開示の様々な態様による、モバイルデバイスがＲＲＣ接続状態にありキャリア
アグリゲーション通信モードで動作しているときの、モバイルデバイスと、主要サービン
グセルと、いくつかの二次的サービングセルとの間のワイヤレス通信の例を示す。
【図７】本開示の様々な態様による、モバイルデバイスとＰＣｅｌｌとの間のメッセージ
の流れを示す。
【図８】本開示の様々な態様による、モバイルデバイスとＰＣｅｌｌとの間のメッセージ
の流れを示す。
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【図９】本開示の様々な態様による、モバイルデバイス、ＰＣｅｌｌ、第１の近隣セル、
および／または第２の近隣セルの間のメッセージの流れを示す。
【図１０】本開示の様々な態様による、モバイルデバイス、Ｐｃｅｌｌ、第１の近隣セル
、および／または第２の近隣セルの間のメッセージの流れを示す。
【図１１】本開示の様々な態様による、モバイルデバイス、Ｐｃｅｌｌ、第１の近隣セル
、および／または第２の近隣セルの間のメッセージの流れを示す。
【図１２】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置のブ
ロック図を示す。
【図１３】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置のブ
ロック図を示す。
【図１４】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置のブ
ロック図を示す。
【図１５】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置のブ
ロック図を示す。
【図１６】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置のブ
ロック図を示す。
【図１７】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置のブ
ロック図を示す。
【図１８】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基地局（
例えば、ｅＮＢ）のブロック図を示す。
【図１９】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのモバイル
デバイス（例えば、ＵＥ）のブロック図を示す。
【図２０】本開示の様々な態様による、（例えば、基地局またはセルによる）ワイヤレス
通信のための方法の例を示すフローチャートである。
【図２１】本開示の様々な態様による、（例えば、基地局またはセルによる）ワイヤレス
通信のための方法の例を示すフローチャートである。
【図２２】本開示の様々な態様による、（例えば、基地局またはセルによる）ワイヤレス
通信のための方法の例を示すフローチャートである。
【図２３】本開示の様々な態様による、（例えば、基地局またはセルによる）ワイヤレス
通信のための方法の例を示すフローチャートである。
【図２４】本開示の様々な態様による、（例えば、モバイルデバイスによる）ワイヤレス
通信のための方法の例を示すフローチャートである。
【図２５】本開示の様々な態様による、（例えば、モバイルデバイスによる）ワイヤレス
通信のための方法の例を示すフローチャートである。
【詳細な説明】
【００３６】
　[0060]　共有アクセス高周波帯域において動作する二次的サービングセルを特定するた
めの、技法が説明される。いくつかの例では、ある周波数および／またはサービングセル
は、（例えば、使用される無線周波数、干渉、バックホール条件などが原因で）制御信号
を扱うことに対してより低い信頼性であり得る。いくつかの例では、共有アクセス高周波
帯域の周波数（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ高周波帯域、および／または複数のＭＮＯがアクセス
する権限のある高周波帯域のような、免許不要の使用が可能であるので装置がアクセスを
争う必要のあり得る高周波帯域）、および／または、そのような共有アクセス高周波帯域
を通じて通信するセルは、制御信号を扱うことに対してより低い信頼性であり得る。従っ
て、そのような周波数が主要サービングセルを選択するためにモバイルデバイスによって
使用され得ないこと（またはそのような周波数が１つまたは複数の二次的サービングセル
を選択するために使用され得ること）、または、そのようなセルが主要セルとしてサービ
スするのを禁止されること（またはそのようなセルが二次的サービングセルとして動作し
得ること）を示すことが、有用であり得る。
【００３７】
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　[0061]　本明細書で説明される技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、
ＳＣ－ＦＤＭＡおよび他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムに使用され得る
。「システム」および「ネットワーク」という用語はしばしば互換的に使用される。ＣＤ
ＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒ
ａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実施し得る。ＣＤＭＡ２０００は
、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格を包含する。ＩＳ－２０００　Ｒ
ｅｌｅａｓｅ　０およびＡは一般に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。Ｉ
Ｓ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は一般に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、Ｈｉｇｈ
　Ｒａｔｅ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、Ｗｉｄ
ｅｂａｎｄ　ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））とＣＤＭＡの他の変形形態とを含む。
ＴＤＭＡシステムは、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕ
ｎｉｃａｔｉｏｎ（ＧＳＭ（登録商標））などの無線技術を実施できる。ＯＦＤＭＡシス
テムは、Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）、Ｅｖｏｌｖｅｄ　
ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１
６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（商標）
などの無線技術を実施できる。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍ
ｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の一部で
ある。３ＧＰＰ(登録商標)　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）および
ＬＴＥ　Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しい
リリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭ
は、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ」（３
ＧＰＰ）と称する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、
「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　２」（３
ＧＰＰ２）と称する団体からの文書に記載されている。本明細書で説明される技法は、上
で言及されたシステムおよび無線技術、並びに他のシステムおよび無線技術のために使用
され得る。しかしながら、以下の説明は、例としてＬＴＥシステムについて説明し、以下
の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ適用例以外に適用可
能である。
【００３８】
　[0062]　以下の説明は例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適用
可能性、または例を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から逸脱することな
く、論じられる要素の機能および配置に関して変更が行われ得る。様々な例は、適宜、様
々な手順またはコンポーネント省略し、置換し、または追加し得る。例えば、説明される
方法は、説明されるものとは異なる順序で行われてよく、様々なステップが追加され、省
略され、または組み合わされ得る。また、いくつかの例に関して説明される特徴は、他の
例において組み合わされ得る。
【００３９】
　[0063]　図１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００のブロッ
ク図を示す。ワイヤレス通信システム１００は、複数の基地局１０５（例えば、ｅＮＢ）
と、いくつかのモバイルデバイス１１５（例えば、ユーザ機器（ＵＥ））と、コアネット
ワーク１３０とを含み得る。基地局１０５のいくつかは、様々な例ではコアネットワーク
１３０の一部または基地局１０５のいくつかであり得る、基地局コントローラ（図示され
ず）の制御下でモバイルデバイス１１５と通信できる。基地局１０５のいくつかは、バッ
クホール１３２を通じてコアネットワーク１３０と制御情報および／またはユーザデータ
を通信できる。いくつかの例では、基地局１０５のいくつかは、有線またはワイヤレス通
信リンクであり得るバックホールリンク１３４を通じて、互いに直接または間接的に通信
できる。ワイヤレス通信システム１００は、複数のキャリア（様々な周波数の波形信号）
上での動作をサポートできる。マルチキャリア送信機は、変調された信号を複数のキャリ
ア上で同時に送信できる。例えば、各通信リンク１２５は、様々な無線技術に従って変調
されたマルチキャリア信号であり得る。各々の変調された信号は、異なるキャリア上で送
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られることがあり、制御情報（例えば、参照信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド
情報、データなどを搬送できる。
【００４０】
　[0064]　基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介して、モバイルデバイ
ス１１５とワイヤレスに通信し得る。基地局１０５の各々は、それぞれのカバレッジエリ
ア１１０に通信カバレッジを与えることができる。いくつかの例では、基地局１０５は、
アクセスポイント、基地局装置（ＢＴＳ：base transceiver station）、無線基地局、無
線送受信機、基本サービスセット（ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット
（ＥＳＳ：extended service set）、ＮｏｄｅＢ、ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ
）、Ｈｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅＢ、ＷＬＡＮアクセスポイント、Ｗｉ
－Ｆｉノードまたは何らかの他の適切な用語で呼ばれることがある。基地局１０５のため
のカバレッジエリア１１０は、カバレッジエリアの一部分のみを構成するセクタに分割さ
れ得る（図示されず）。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプ（例えば、マク
ロ基地局、マイクロ基地局、および／またはピコ基地局）の基地局１０５を含み得る。基
地局１０５はまた、セルラーおよび／またはＷＬＡＮの無線アクセス技術などの異なる無
線技術を利用できる。基地局１０５は、同じまたは異なるアクセスネットワークまたは事
業者展開と関連付けられ得る。同じもしくは異なるタイプの基地局１０５のカバレッジエ
リアを含み、同じもしくは異なる無線技術を利用し、および／または同じもしくは異なる
アクセスネットワークに属する、異なる基地局１０５のカバレッジエリアは、重複するこ
とがある。
【００４１】
　[0065]　いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通
信システム（またはネットワーク）を含んでよく、このＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信システム
は、免許高周波帯域（例えば、特定の使用のために特定のユーザに免許されているので装
置がアクセスを争わない高周波帯域）および／または共有アクセス高周波帯域（例えば、
Ｗｉ－Ｆｉ高周波帯域、および／または複数のＭＮＯがアクセスする権限のある高周波帯
域のような、免許不要の使用が可能であるので装置がアクセスを争う高周波帯域）におけ
る、動作または展開の１つまたは複数のモードをサポートできる。他の例では、ワイヤレ
ス通信システム１００は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａとは異なる１つまたは複数のアクセス技術
を使用してワイヤレス通信をサポートし得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信システムでは、ｅ
ｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢまたはｅＮＢという用語は、例えば、基地局１０５を表すため
に使用され得る。
【００４２】
　[0066]　ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプの基地局１０５が様々な地理
的領域にカバレッジを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであってよく、また
はそれを含んでよい。例えば、各基地局１０５は、マクロセル、ピコセル、フェムトセル
、および／または他のタイプのセルに通信カバレッジを与え得る。ピコセル、フェムトセ
ル、および／または他のタイプのセルなどのスモールセルは、低電力ノードまたはＬＰＮ
を含み得る。マクロセルは、例えば、比較的大きい地理的エリア（例えば、半径数キロメ
ートル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制
限アクセスを可能にし得る。ピコセルは、例えば、比較的小さい地理的エリアをカバーし
、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能に
し得る。また、フェムトセルは、例えば、比較的小さい地理的エリア（例えば、自宅）を
カバーし、無制限アクセスに加えて、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（例えば、限定
加入者グループ（ＣＳＧ）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制限付き
アクセスも与え得る。マクロセルのためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれることがある
。ピコセルのためのｅＮＢは、ピコｅＮＢと呼ばれることがある。また、フェムトセルの
ためのｅＮＢは、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮＢは、
１つまたは複数（例えば、２つ、３つ、４つなど）のセルをサポートできる。
【００４３】
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　[0067]　コアネットワーク１３０は、バックホール１３２（例えば、Ｓ１アプリケーシ
ョンプロトコルなど）を介して基地局１０５と通信できる。基地局１０５はまた、例えば
、バックホールリンク１３４（例えば、Ｘ２アプリケーションプロトコルなど）を介して
、および／またはバックホール１３２を介して（例えば、コアネットワーク１３０を通じ
て）、直接または間接的に互いに通信できる。ワイヤレス通信システム１００は、同期動
作または非同期動作をサポートできる。同期動作の場合、ｅＮＢは同様のフレームタイミ
ングおよび／またはゲーティングタイミングを有してよく、異なるｅＮＢからの送信は概
ね時間的に揃えられてよい。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフレームタイミングおよ
び／またはゲーティングタイミングを有してよく、異なるｅＮＢからの送信は時間的に揃
えられないことがある。本明細書で説明される技法は、同期動作または非同期動作のいず
れにも使用され得る。
【００４４】
　[0068]　モバイルデバイス１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分
散していることがある。モバイルデバイス１１５は、当業者によって、ユーザ機器（ＵＥ
）、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモ
ートユニット、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバ
イル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセ
ット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の
好適な用語で呼ばれることもある。モバイルデバイス１１５は、携帯電話、携帯情報端末
（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブ
レットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレス電話、時計または眼鏡など
のウェアラブルアイテム、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。モバ
イルデバイス１１５は、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどと通信
することが可能であり得る。モバイルデバイス１１５はまた、セルラーもしくは他のＷＷ
ＡＮアクセスネットワーク、またはＷＬＡＮアクセスネットワークなどの異なるタイプの
アクセスネットワーク上で通信することが可能であり得る。モバイルデバイス１１５との
通信のいくつかのモードでは、複数の通信リンク１２５またはチャネル（すなわち、コン
ポーネントキャリア）を通じて通信が行われてよく、各チャネルはモバイルデバイスとい
くつかのセル（例えば、いくつかの場合には異なる基地局１０５であり得るサービングセ
ル）の１つとの間のコンポーネントキャリアを使用する。
【００４５】
　[0069]　各コンポーネントキャリアは、免許高周波帯域または共有アクセス高周波帯域
を通じて使用されてよく、特定の通信モードにおいて使用されるコンポーネントキャリア
のセットは、免許高周波帯域を通じて（例えば、モバイルデバイス１１５において）全て
受信されてよく、共有アクセス高周波帯域を通じて（例えば、モバイルデバイス１１５に
おいて）全て受信されてよく、または、免許高周波帯域と共有アクセス高周波帯域の組合
せを通じて（例えば、モバイルデバイス１１５において）受信されてよい。
【００４６】
　[0070]　ワイヤレス通信システム１００に示される通信リンク１２５は、アップリンク
（ＵＬ：uplink）通信（例えば、モバイルデバイス１１５から基地局１０５への送信）を
搬送するためのアップリンクチャネル（コンポーネントキャリアを使用した）、および／
または、ダウンリンク（ＤＬ：downlink）通信（例えば、基地局１０５からモバイルデバ
イス１１５への送信）を搬送するためのダウンリンクチャネル（コンポーネントキャリア
を使用した）を含み得る。ＵＬ通信または送信は逆方向リンク通信または送信と呼ばれる
こともあり、一方、ＤＬ通信または送信は順方向リンク通信または送信と呼ばれることも
ある。ダウンリンク通信および／またはアップリンク通信は、免許高周波帯域、共有アク
セス高周波帯域、または両方を使用して行われ得る。
【００４７】
　[0071]　ワイヤレス通信システム１００のいくつかの例では、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａは、
共有アクセス高周波帯域を使用した様々な状況のもとで展開され得る。展開シナリオは、



(13) JP 6517220 B2 2019.5.22

10

20

30

40

50

免許高周波帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａダウンリンク通信が共有アクセス高周波帯域
にオフロードされ得る補助ダウンリンクモードと、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａダウンリンク通信
とＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａアップリンク通信の両方が免許高周波帯域から共有アクセス高周波
帯域にオフロードされ得るキャリアアグリゲーションモードと、基地局とモバイルデバイ
スとの間のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａダウンリンク通信およびＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａアップリンク
通信が共有アクセス高周波帯域において行われ得るスタンドアロンモードとを含み得る。
基地局１０５、さらにはモバイルデバイス１１５は、これらまたは同様の動作モードの１
つまたは複数をサポートし得る。免許高周波帯域および／または共有アクセス高周波帯域
におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａダウンリンク通信のための通信リンク１２５では、ＯＦＤＭ
Ａ波形が使用され得るが、免許高周波帯域および／または共有アクセス高周波帯域におけ
るＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａアップリンク通信のための通信リンク１２５では、ＯＦＤＭＡ波形
、ＳＣ－ＦＤＭＡ波形、および／またはリソースブロックがインターリーブされたＦＤＭ
Ａ波形が使用され得る。
【００４８】
　[0072]　図２は、本開示の様々な態様による、共有アクセス高周波帯域を使用して様々
な状況のもとでＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａが展開される、ワイヤレス通信システム２００を示す
。より具体的には、図２は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａが共有アクセス高周波帯域を使用して展
開される、補助ダウンリンクモードおよびキャリアアグリゲーションモードの例を示す。
ワイヤレス通信システム２００は、図１に関して説明されたワイヤレス通信システム１０
０の部分の例であり得る。その上、基地局２０５は、図１に関して説明された基地局１０
５の１つまたは複数の態様の例であってよく、一方、第１のモバイルデバイス、第２のモ
バイルデバイス２１５－ａ、および第３のモバイルデバイス２１５－ｂは、図１に関して
説明されたモバイルデバイス１１５の１つまたは複数の態様の例であってよい。
【００４９】
　[0073]　ワイヤレス通信システム２００における補助ダウンリンクモードの例では、基
地局２０５は、ダウンリンクチャネル２２０を使用して第１のモバイルデバイス２１５に
ＯＦＤＭＡ波形を送信できる。ダウンリンクチャネル２２０は、共有アクセス高周波帯域
の中の周波数Ｆ１と関連付けられ得る。基地局２０５は、第１の双方向リンク２２５を使
用して第１のモバイルデバイス２１５にＯＦＤＭＡ波形を送信でき、第１の双方向リンク
２２５を使用して第１のモバイルデバイス２１５からＳＣ－ＦＤＭＡ波形を受信できる。
第１の双方向リンク２２５は、免許高周波帯域の中の周波数Ｆ４と関連付けられ得る。共
有アクセス高周波帯域中のダウンリンクチャネル２２０および免許高周波帯域中の第１の
双方向リンク２２５は、同時に動作し得る。ダウンリンクチャネル２２０は、基地局２０
５のためにダウンリンク容量のオフロードを提供し得る。いくつかの例では、ダウンリン
クチャネル２２０は、（例えば、１つのモバイルデバイスに宛てられる）ユニキャストサ
ービスのために、または（例えば、いくつかのモバイルデバイスに宛てられる）マルチキ
ャストサービスのために使用され得る。この状況は、免許高周波帯域を使用しトラフィッ
クおよび／またはシグナリングの混雑の一部を緩和する必要がある、任意のサービスプロ
バイダ（例えば、ＭＮＯ）に対して生じ得る。
【００５０】
　[0074]　ワイヤレス通信システム２００におけるキャリアアグリゲーションモードの一
例では、基地局２０５は、第２の双方向リンク２３０を使用して第２のモバイルデバイス
２１５－ａにＯＦＤＭＡ波形を送信でき、第２の双方向リンク２３０を使用して第２のモ
バイルデバイス２１５－ａからＯＦＤＭＡ波形、ＳＣ－ＦＤＭＡ波形、および／またはリ
ソースブロックがインターリーブされたＦＤＭＡ波形を受信できる。第２の双方向リンク
２３０は、共有アクセス高周波帯域の中の周波数Ｆ１と関連付けられ得る。基地局２０５
はまた、第３の双方向リンク２３５を使用して第２のモバイルデバイス２１５－ａにＯＦ
ＤＭＡ波形を送信でき、第３の双方向リンク２３５を使用して第２のモバイルデバイス２
１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ波形を受信できる。第３の双方向リンク２３５は、免許高周
波帯域の中の周波数Ｆ２と関連付けられ得る。第２の双方向リンク２３０は、基地局２０
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５のためにダウンリンク容量およびアップリンク容量のオフロードを提供し得る。上で説
明された補助ダウンリンクのように、この状況は、免許高周波帯域を使用しトラフィック
および／またはシグナリングの混雑の一部を緩和する必要がある、任意のサービスプロバ
イダ（例えば、ＭＮＯ）に対して生じ得る。
【００５１】
　[0075]　ワイヤレス通信システム２００におけるキャリアアグリゲーションモードの別
の例では、基地局２０５は、第４の双方向リンク２４０を使用して第３のモバイルデバイ
ス２１５－ｂにＯＦＤＭＡ波形を送信でき、第４の双方向リンク２４０を使用して第３の
モバイルデバイス２１５－ｂからＯＦＤＭＡ波形、ＳＣ－ＦＤＭＡ波形、および／または
リソースブロックがインターリーブされた波形を受信できる。第４の双方向リンク２４０
は、共有アクセス高周波帯域の中の周波数Ｆ３と関連付けられ得る。基地局２０５はまた
、第５の双方向リンク２４５を使用して第３のモバイルデバイス２１５－ｂにＯＦＤＭＡ
波形を送信でき、第５の双方向リンク２４５を使用して第３のモバイルデバイス２１５－
ｂからＳＣ－ＦＤＭＡ波形を受信できる。第５の双方向リンク２４５は、免許高周波帯域
の中の周波数Ｆ２と関連付けられ得る。第４の双方向リンク２４０は、基地局２０５のた
めにダウンリンク容量およびアップリンク容量のオフロードを提供し得る。この例および
上で与えられた例は、説明の目的で提示され、容量のオフロードのために免許高周波帯域
におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａと共有アクセス高周波帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａとを
組み合わせる他の同様の動作モードまたは展開状況が存在し得る。
【００５２】
　[0076]　上で説明されたように、共有アクセス高周波帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
を使用することによって提供される容量のオフロードから利益を得ることができる１つの
タイプのサービスプロバイダは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ免許高周波帯域へのアクセス権を有
する従来のＭＮＯである。これらのサービスプロバイダにとって、運用上の例は、免許高
周波帯域上のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ主要コンポーネントキャリア（ＰＣＣ：primary compon
ent carrier）と共有アクセス高周波帯域上の少なくとも１つの二次的コンポーネントキ
ャリア（ＳＣＣ：secondary component carrier）とを使用するブートストラップモード
（例えば、補助ダウンリンク、キャリアアグリゲーション）を含み得る。
【００５３】
　[0077]　キャリアアグリゲーションモードでは、データおよび制御は例えば、免許高周
波帯域において（例えば、第１の双方向リンク２２５、第３の双方向リンク２３５、およ
び第５の双方向リンク２４５を介して）通信され得るが、データは例えば、共有アクセス
高周波帯域において（例えば、第２の双方向リンク２３０および第４の双方向リンク２４
０を介して）通信され得る。共有アクセス高周波帯域を使用するときにサポートされるキ
ャリアアグリゲーション機構は、ハイブリッド周波数分割複信－時分割複信（ＦＤＤ－Ｔ
ＤＤ）キャリアアグリゲーション、またはコンポーネントキャリアにわたって異なる対称
性を伴うＴＤＤ－ＴＤＤキャリアアグリゲーションに属し得る。
【００５４】
　[0078]　図３は、本開示の様々な態様による、共有アクセス高周波帯域を使用してスタ
ンドアロンモードでＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａが展開される、ワイヤレス通信システム３００を
示す。ワイヤレス通信システム３００は、図１および／または図２に関して説明されたワ
イヤレス通信システム１００および／または２００の部分の例であり得る。その上、基地
局３０５は、図１および／または図２に関して説明された基地局１０５および／または２
０５の１つまたは複数の態様の例であってよく、一方、モバイルデバイス３１５は、図１
および／または図２に関して説明されたモバイルデバイス１１５および／または２１５の
１つまたは複数の態様の例であってよい。
【００５５】
　[0079]　ワイヤレス通信システム３００におけるスタンドアロンモードの例では、基地
局３０５は、双方向リンク３２０を使用してモバイルデバイス３１５にＯＦＤＭＡ波形を
送信でき、双方向リンク３２０を使用してモバイルデバイス３１５からＯＦＤＭＡ波形、
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ＳＣ－ＦＤＭＡ波形、および／またはリソースブロックがインターリーブされたＦＤＭＡ
波形を受信できる。双方向リンク３２０は、図２を参照して説明された共有アクセス高周
波帯域の中の周波数Ｆ３と関連付けられ得る。スタンドアロンモードは、スタジアム内ア
クセス（例えば、ユニキャスト、マルチキャスト）などの非従来型のワイヤレスアクセス
の状況において使用され得る。この動作モードのサービスプロバイダのタイプの例は、免
許高周波帯域へのアクセス権を有していないスタジアム所有者、ケーブル会社、イベント
ホスト、ホテル、企業、または大規模会社であり得る。
【００５６】
　[0080]　モバイルデバイスが、図１、図２、および／または図３に関して説明されたワ
イヤレス通信システム１００、２００、および／または３００のようなワイヤレス通信シ
ステム内で動作するとき、モバイルデバイスは、いくつかの場合、いくつかの無線リソー
ス制御（ＲＲＣ）状態に従って動作し得る。
【００５７】
　[0081]　図４は、本開示の様々な態様による、ＲＲＣアイドル状態およびＲＲＣ接続状
態に従ってモバイルデバイスが動作し得る、ワイヤレス通信のための方法４００の例を示
すフローチャートである。明確にするために、方法４００が、図１、図２、および／また
は図３に関して説明されたモバイルデバイス１１５、２１５、および／または３１５の１
つまたは複数に関して、以下で説明される。いくつかの例では、モバイルデバイス１１５
、２１５、および／または３１５の１つのようなモバイルデバイスが、以下で説明される
機能を行うようにモバイルデバイスの機能要素を制御するために、コードの１つまたは複
数のセットを実行できる。
【００５８】
　[0082]　ブロック４０５において、モバイルデバイスはオンになり得る。オンになると
、モバイルデバイスは、アクセスすべきセル（例えば、基地局）（例えば、「キャンプオ
ン」すべきセル（例えば、モバイルデバイスが同期してそこから制御通信を受信し得るセ
ル、および、モバイルデバイスがそれを介してワイヤレス通信システムに対して自己を特
定し得るセル））を探索できる。セル（例えば、サービングセル）にキャンプオンしてい
るとき、モバイルデバイスは、アイドルモードおよび／または低電力モードで動作でき、
これらのモードにおいて、モバイルデバイスは、例えば、モバイルデバイスからのサービ
ス要求によって、または基地局（例えば、図１、図２、および／または図３に関して説明
される基地局１０５、２０５、および／または３０５）から受信されるページング要求に
よって、起動され得る（例えば、アクティブに接続され得る）。キャンプオンすべきセル
を発見すると、モバイルデバイスは、ブロック４１０において、ＲＲＣアイドル状態に入
り得る。ＲＲＣアイドル状態にある間、モバイルデバイスは、要求され得るように、例え
ば、デバイスの移動、並びに／または、モバイルデバイス、基地局、および／もしくはモ
バイルデバイスと基地局との間の通信リンクにおける条件の変化の結果として、セル再選
択を行い得る。
【００５９】
　[0083]　ブロック４１５において、モバイルデバイスは、定期的に、および／または１
つまたは複数の事象の発生により、ＲＲＣ接続状態に入る理由があるかどうかを決定でき
る。ＲＲＣ接続状態に入る１つの理由は、呼を発信または受信すること、データを送信ま
たは受信することなどを目的に、モバイルデバイスがキャンプオンしているサービングセ
ルと通信することである。ＲＲＣ接続状態に入る理由があると決定すると、モバイルデバ
イスは、ブロック４２０において、ＲＲＣ接続状態に入り得る。ＲＲＣ接続状態に入る理
由がないと決定すると、モバイルデバイスは、ＲＲＣアイドル状態にとどまり得る。ＲＲ
Ｃ接続状態にある間、モバイルデバイスは、要求され得るように、例えば、デバイスの移
動、並びに／または、モバイルデバイス、基地局、および／もしくはモバイルデバイスと
基地局との間の通信リンクにおける条件の変化の結果として、別のサービングセルへのハ
ンドオーバーを経ることがある。
【００６０】
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　[0084]　ブロック４２５において、モバイルデバイスは、定期的に、および／または１
つまたは複数の事象の発生により、ＲＲＣアイドル状態に入る（例えば、戻る）理由があ
るかどうかを決定できる。ＲＲＣアイドル状態に入る１つの理由は、モバイルデバイスが
キャンプオンしているサービングセルとアクティブに通信する必要がもはやないので、電
力を節約するためにＲＲＣアイドル状態で動作するのが望ましい可能性があるからである
。ＲＲＣアイドル状態に戻る理由があると決定すると、モバイルデバイスは、ブロック４
１０において、再びＲＲＣアイドル状態に入り得る。ＲＲＣアイドル状態に入る理由（ま
たは能力）がないと決定すると、モバイルデバイスは、ＲＲＣ接続状態にとどまり得る。
【００６１】
　[0085]　図５は、本開示の様々な態様による、モバイルデバイス５１５がＲＲＣアイド
ル状態にあるときのモバイルデバイス５１５と主要サービングセル（Ｐｃｅｌｌ）５１０
との間のワイヤレス通信の例５００を示す。モバイルデバイス５１５は、図１、図２、お
よび／または図３に関して説明されたモバイルデバイス１１５、２１５、および／または
３１５の１つまたは複数の態様の例であり得る。ＰＣｅｌｌ　５１０は、図１、図２、お
よび／または図３に関して説明された基地局１０５、２０５、および／または３０５によ
って運用される１つまたは複数のセルの例であり得る。
【００６２】
　[0086]　モバイルデバイス５１５とＰＣｅｌｌ　５１０との間のワイヤレス通信は、図
１、図２、および／または図３に関して説明される通信リンクの１つの例であり得る通信
リンク５２５を通じて行われ得る。
【００６３】
　[0087]　何らかの時点において、デバイスの移動、並びに／またはモバイルデバイス５
１５、ＰＣｅｌｌ　５１０、および／もしくはモバイルデバイス５１５とＰｃｅｌｌ　５
１０との間の通信リンクにおける条件の変化などの理由で、モバイルデバイス５１５はセ
ル再選択を行い得る。セル再選択を行うるとき、モバイルデバイス５１５は、１つまたは
複数の近隣セル（例えば、ＮＣｅｌｌ＿０　５２０および／またはＮＣｅｌｌ＿１　５３
０）がモバイルデバイス５１５のためのＰｃｅｌｌとしてサービスするのに利用可能であ
り得るかどうかを評価できる。この点において、モバイルデバイス５１５は、モバイルデ
バイス５１５に記憶されている情報に基づいてＮＣｅｌｌ＿０　５２０および／またはＮ
Ｃｅｌｌ＿１　５３０を特定でき、ＰＣｅｌｌ　５１０、ＮＣｅｌｌ＿０　５２０、およ
び／またはＮＣｅｌｌ＿１　５３０に関する１つまたは複数の測定結果を取得できる。Ｎ
Ｃｅｌｌ＿０　５２０および／またはＮＣｅｌｌ＿１　５３０の各々は、図１、図２、お
よび／または図３に関して説明された基地局１０５、２０５、および／または３０５によ
って運用される１つまたは複数のセルの例であり得る。
【００６４】
　[0088]　記憶されている情報、得られた１つまたは複数の測定結果、並びに／または、
ＰＣｅｌｌ　５１０、ＮＣｅｌｌ＿０　５２０、および／もしくはＮＣｅｌｌ＿１　５３
０の１つまたは複数から受信されたシグナリング情報に基づいて、モバイルデバイス５１
５は、０個の、１個の、または２個以上の近隣セル（例えば、ＮＣｅｌｌ＿０　５２０お
よび／またはＮＣｅｌｌ＿１　５３０）がモバイルデバイス５１５のためのＰＣｅｌｌと
してサービスするのに利用可能であると決定し、ＲＲＣアイドル状態においてキャンプオ
ンすべき別のセルを選択できる。
【００６５】
　[0089]　図６は、本開示の様々な態様による、モバイルデバイス６１５がＲＲＣ接続状
態にありキャリアアグリゲーション通信モードで動作しているときの、モバイルデバイス
６１５と、主要サービングセル（ＰＣｅｌｌ）６１０と、いくつかの二次的サービングセ
ル（ＳＣｅｌｌ、例えばＳＣｅｌｌ＿０　６２０および／またはＳＣｅｌｌ＿１　６３０
）との間のワイヤレス通信の例６００を示す。モバイルデバイス６１５は、図１、図２、
および／または図５に関して説明されたモバイルデバイス１１５、２１５、２１５－ａ、
２１５－ｂ、および／または５１５の１つまたは複数の態様の例であり得る。ＰＣｅｌｌ
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　６１０、ＳＣｅｌｌ＿０　６２０および／またはＳＣｅｌｌ＿１　６３０の各々は、図
１、図２、および／もしくは図３に関して説明された基地局１０５、２０５、および／も
しくは３０５、並びに／または、図５に関して説明されたＰＣｅｌｌ　５１０、ＮＣｅｌ
ｌ＿０　５２０、および／もしくはＮＣｅｌｌ＿１　５３０によって運用される１つまた
は複数のセルの例であり得る。
【００６６】
　[0090]　モバイルデバイス６１５とＰＣｅｌｌ　６１０との間のワイヤレス通信は、第
１の通信リンク６２５を通じて行われてよく、モバイルデバイス６１５とＳＣｅｌｌ＿０
　６２０との間のワイヤレス通信は、第２の通信リンク６３５を通じて行われてよく、お
よび／または、モバイルデバイス６１５とＳＣｅｌｌ＿１　６３０との間のワイヤレス通
信は、第３の通信リンク６４５を通じて行われてよい。通信リンクの各々は、図１、図２
、および／または図３に関して説明された通信リンクの１つの例であり得る。
【００６７】
　[0091]　モバイルデバイス６１５は、ＰＣｅｌｌ　６１０とのＲＲＣ接続状態に入るこ
とができ、その時点では、ＳＣｅｌｌ＿０　６２０およびＳＣｅｌｌ＿１　６３０との通
信リンクはまだ確立されていないことがある。キャリアアグリゲーションモードで動作す
るとき、モバイルデバイス６１５は、ＰＣｅｌｌ　６１０との通信を確立した後で、ＳＣ
ｅｌｌ＿０　６２０およびＳＣｅｌｌ＿１　６３０との通信を確立できる。ＰＣｅｌｌ　
６１０と通信する間にモバイルデバイス６１５が通信し得るＳＣｅｌｌの数は変動するこ
とがあり、いくつかの例では、５個のＳＣｅｌｌを含み得る。
【００６８】
　[0092]　何らかの時点において、デバイスの移動、並びに／またはモバイルデバイス６
１５、ＰＣｅｌｌ　６１０、および／もしくはモバイルデバイス６１５とＰｃｅｌｌ　６
１０との間の第１の通信リンク６２５における条件の変化などの理由で、モバイルデバイ
ス６１５は別のサービングセルへのハンドオーバーを経ることがある。ハンドオーバーを
経る前に、モバイルデバイス６１５は、ＰＣｅｌｌ　６１０に１つまたは複数の測定報告
を提供でき、ＰＣｅｌｌ　６１０は、１つまたは複数の測定報告に少なくとも一部基づい
て、１つまたは複数の近隣セル（例えば、ＮＣｅｌｌ＿０　６４０、ＮＣｅｌｌ＿１　６
５０、ＳＣｅｌｌ＿０　６２０、および／またはＳＣｅｌｌ＿１　６３０）がモバイルデ
バイス６１５のための新たなＰＣｅｌｌであるべきかどうかを評価できる。ＮＣｅｌｌ＿
０　６４０および／またはＮＣｅｌｌ＿１　６５０の各々は、図１、図２、および／もし
くは図３に関して説明された基地局１０５、２０５、および／もしくは３０５、並びに／
または、図５に関して説明されたＰＣｅｌｌ　５１０、ＮＣｅｌｌ＿０　５２０、および
／もしくはＮＣｅｌｌ＿１　５３０によって運用される１つまたは複数のセルの例であり
得る。
【００６９】
　[0093]　記憶されている情報および／または１つまたは複数の測定報告に基づいて、Ｐ
Ｃｅｌｌ　６１０は、０個、１個、または２個以上の近隣セル（例えば、ＮＣｅｌｌ＿０
　６４０、ＮＣｅｌｌ＿１　６５０、ＳＣｅｌｌ＿０　６２０、および／またはＳＣｅｌ
ｌ＿１　６３０）がモバイルデバイスのための新たなＰＣｅｌｌとしてサービスできると
決定でき、ＲＲＣ接続状態におけるモバイルデバイス６１５のハンドオーバーのために別
のセルを選択できる。ＰＣｅｌｌ　６１０はまた、ＮＣｅｌｌ＿０および／またはＮＣｅ
ｌｌ＿１が別の（または代替の）ＳＣｅｌｌとして追加するのに適しているかどうかを決
定できる。
【００７０】
　[0094]　図７は、本開示の様々な態様による、モバイルデバイス７１５とＰＣｅｌｌ　
７１０との間のメッセージの流れ７００を示す。モバイルデバイス７１５は、図１、図２
、図３、図５、および／または図６に関して説明されたモバイルデバイス１１５、２１５
、２１５－ａ、２１５－ｂ、３１５、５１５、および／または６１５の１つまたは複数の
態様の例であり得る。ＰＣｅｌｌ　７１０は、図１、図２、および／もしくは図３に関し
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て説明された基地局１０５、２０５、および／もしくは３０５、並びに／または、図５お
よび／もしくは図６に関して説明されたＰＣｅｌｌ　５１０および／もしくは６１０の１
つまたは複数の態様によって運用される１つまたは複数のセルの例であり得る。
【００７１】
　[0095]　メッセージの流れ７００は、モバイルデバイス７１５およびＰＣｅｌｌ　７１
０がＲＲＣ接続状態７２０にある状態で開始し得る。ＲＲＣ接続状態７２０にある間、モ
バイルデバイス７１５および／またはＰＣｅｌｌ　７１０は、制御および／またはデータ
信号を送信できる。
【００７２】
　[0096]　ブロック７２５において、ＰＣｅｌｌ　７１０は、少なくとも１つのセル（例
えば、少なくとも１つの近隣セル）が共有アクセス高周波帯域（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ高周
波帯域および／または複数のＭＮＯがアクセスする権限のある高周波帯域のような、免許
不要の使用が可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る高周波帯域）において
動作すると決定できる。共有アクセス高周波帯域において動作するセルは、ＰＣｅｌｌと
してサービスするのを禁止されるものとして特定され得る。
【００７３】
　[0097]　ＰＣｅｌｌ　７１０は、モバイルデバイス７１５およびＰＣｅｌｌ　７１０が
ＲＲＣ接続状態７２０にある間に少なくとも１つのセルが共有アクセス高周波帯域におい
て動作することを決定するものとして示されるが、ＰＣｅｌｌ　７１０は、代替的に、ま
たはそれに加えて、モバイルデバイス７１５およびＰＣｅｌｌ　７１０がＲＲＣ接続状態
７２０（例えば、ＲＲＣアイドル状態）になる前に少なくとも１つのセルが共有アクセス
高周波帯域において動作することを決定してよい。いくつかの例では、ＰＣｅｌｌ　７１
０は、ＰＣｅｌｌ　７１０を運用する基地局に記憶されている情報に基づいて、少なくと
も１つのセルが共有アクセス高周波帯域において動作すると決定できる。
【００７４】
　[0098]　モバイルデバイス７１５およびＰＣｅｌｌ　７１０がＲＲＣ接続状態７２０に
ある間の１つまたは複数の時点において、ＰＣｅｌｌ　７１０は、シグナリング情報７３
０（例えば、ＲＲＣシグナリング情報）をモバイルデバイス７１５に送信できる。シグナ
リング情報７３０は、専用シグナリングリソースを使用して送信され得る。シグナリング
情報７３０は、少なくとも１つのセルが共有アクセス高周波帯域において動作するという
ブロック７２５における決定に少なくとも一部基づいて、少なくとも１つのセルがＰＣｅ
ｌｌとしてサービスするのを禁止されること（または少なくとも１つのセルがＳＣｅｌｌ
として動作し得ること）を示し得る。シグナリング情報７３０はまた、例えば、モバイル
デバイス７１５がＲＲＣアイドル状態にあるとき、共有アクセス高周波帯域の１つまたは
複数の周波数がセル再選択の検討においてＰＣｅｌｌとして利用不可能であることを示し
得る。例えば、モバイルデバイス７１５は、今後のＰＣｅｌｌ再選択の検討において、共
有アクセス高周波帯域内の１つまたは複数の周波数を再選択できない。別の例では、シグ
ナリング情報７３０は、今後のＰＣｅｌｌ再選択において考慮されなくてよい共有アクセ
ス高周波帯域内の周波数のリストを含み得る。いくつかの場合、１つまたは複数の周波数
は、１つまたは複数のセルが１つまたは複数の周波数を使用して動作するというブロック
７２５における決定に少なくとも一部基づいて特定され得る。
【００７５】
　[0099]　ＳＣｅｌｌは、ＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止され得る。しかしなが
ら、シグナリング情報７３０において特定される１つまたは複数のＳＣｅｌｌ、および／
または１つまたは複数の他のセル（この１つまたは複数の他のセルはＳＣｅｌｌとしてす
でに特定されていてもいなくてもよい）が、ＲＲＣ接続状態７２０（例えば、モバイルデ
バイス７１５のキャリアアグリゲーションモード）にある間にＳＣｅｌｌとしてモバイル
デバイス７１５によって使用され得る。
【００７６】
　[0100]　モバイルデバイス７１５およびＰＣｅｌｌ　７１０がＲＲＣ接続状態７２０に
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ある間、モバイルデバイス７１５の移動はＰＣｅｌｌ　７１０を介して管理され得る。Ｐ
Ｃｅｌｌによるモバイルデバイス７１５の移動管理の一部として、ＰＣｅｌｌ　７１０は
、ＰＣｅｌｌとして動作するのを禁止されていないセルにモバイルデバイス７１５がハン
ドオーバーされることを確実にし得る。ＰＣｅｌｌ　７１０はまた、ＰＣｅｌｌとしてサ
ービスするのを禁止されているセルおよび／またはＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁
止されているセルの周波数に対するＰＣｅｌｌ測定結果を測定オブジェクトが取得しない
ことを確実にするように、モバイルデバイス７１５の測定オブジェクトを構成できる。例
えば、ＰＣｅｌｌ　７１０は、ＰＣｅｌｌ（または提供側ＰＣｅｌｌ）としてサービスす
るのを禁止されているセルおよび／または周波数のリストをモバイルデバイス７１５に提
供して、モバイルデバイス７１５がリスト上のセルおよび／または周波数に対するＰＣｅ
ｌｌ測定結果を取得しないことを確実にできる。しかしながら、無線リンク障害（ＲＬＦ
）が起こると、ＰＣｅｌｌ　７１０は、モバイルデバイス７１５の移動と測定とを管理す
る能力を失うことがある。
【００７７】
　[0101]　ＲＬＦは、モバイルデバイス７１５のハンドオーバーの間に、またはその外側
で発生することがある。例として、メッセージの流れ７００は、ハンドオーバー手順７３
５の開始の後（しかし完了の前）に発生するものとしてＲＬＦ　７４５を示す。ハンドオ
ーバー手順７３５の間の何らかの時点において、ＰＣｅｌｌ　７１０は、準備されている
セルのリスト７４０を含むシグナリング情報（例えば、ＲＲＣシグナリング情報）をモバ
イルデバイス７１５に送信できる。準備されているセルのリスト７４０は、専用シグナリ
ングリソースを使用して送信され得る。準備されているセルのリスト７４０は、モバイル
デバイス７１５のためのＰＣｅｌｌとしてサービスすることが可能なセルを含み得る。
【００７８】
　[0102]　ＲＬＦ　７４５に続いて、モバイルデバイス７１５は、準備されているセルの
リスト７４０が受信されたかどうかをブロック７５０において決定できる。準備されてい
るセルのリストが受信されたと決定されると、モバイルデバイス７１５は、ブロック７５
５において、例えば、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ：Random Access Channel）
手順を使用して、準備されているセルの１つにアクセスすることを試み得る。
【００７９】
　[0103]　準備されているセルのリストが受信されなかったと決定されると、モバイルデ
バイス７１５は、ブロック７６０においてＲＲＣアイドル状態に移行し、ブロック７６５
においてセル再選択を開始できる。セル再選択の間、モバイルデバイス７１５は、セルが
ＳＣｅｌｌであることをＰＣｅｌｌ　７１０から受信されたシグナリング情報（例えば、
シグナリング情報７３０）および／もしくは他の情報が示すかどうかを決定し、並びに／
または、共有アクセス高周波帯域の１つまたは複数の周波数がセル再選択のために利用不
可能であることをシグナリング情報７３０および／もしくは他の情報が示すかどうかを決
定して、セル再選択の間にそのようなセルまたは周波数を考慮することを避けることがで
きる。セル再選択に利用可能なセルを特定すると、モバイルデバイス７１５は、ＲＡＣＨ
手順を使用して、ブロック７７０においてセルにアクセスすることを試み得る。
【００８０】
　[0104]　図８は、本開示の様々な態様による、モバイルデバイス８１５とＰＣｅｌｌ　
８１０との間のメッセージの流れ８００を示す。モバイルデバイス８１５は、図１、図２
、図３、図５、図６、および／または図７に関して説明されたモバイルデバイス１１５、
２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、３１５、５１５、６１５、および／または７１５の１
つまたは複数の態様の例であり得る。ＰＣｅｌｌ　８１０は、図１、図２、および／もし
くは図３に関して説明された基地局１０５、２０５、および／もしくは３０５、並びに／
または、図５、図６、および／もしくは図７に関して説明されたＰＣｅｌｌ　５１０、６
１０、および／もしくは７１０の１つまたは複数の態様によって運用される１つまたは複
数のセルの例であり得る。
【００８１】
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　[0105]　メッセージの流れ８００は、モバイルデバイス８１５およびＰＣｅｌｌ　８１
０がＲＲＣ接続状態８２０にある状態で開始し得る。ＲＲＣ接続状態８２０にある間、モ
バイルデバイス８１５および／またはＰＣｅｌｌ　８１０は、制御および／またはデータ
信号を送信できる。
【００８２】
　[0106]　ブロック８２５において、ＰＣｅｌｌ　８１０を運用する基地局は、少なくと
も１つのセル（例えば、少なくとも１つの近隣セル）が共有アクセス高周波帯域（例えば
、Ｗｉ－Ｆｉ高周波帯域および／または複数のＭＮＯがアクセスする権限のある高周波帯
域のような、免許不要の使用が可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る高周
波帯域）において動作すると決定できる。共有アクセス高周波帯域において動作するセル
は、ＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されるものとして（またはＳＣｅｌｌとして
動作し得るセルとして）特定され得る。いくつかの例では、ブロック８２５における動作
は、共有アクセス高周波帯域において動作する少なくとも１つのセルによって使用される
周波数またはコンポーネントキャリアを決定することを含み得る。ＰＣｅｌｌ　８１０は
、モバイルデバイス８１５およびＰＣｅｌｌ　８１０がＲＲＣ接続状態８２０にある間に
少なくとも１つのセルが共有アクセス高周波帯域において動作することを決定するものと
して示されるが、ＰＣｅｌｌ　８１０は、代替的に、またはそれに加えて、モバイルデバ
イス８１５およびＰＣｅｌｌ　８１０がＲＲＣ接続状態８２０になる前に少なくとも１つ
のセルが共有アクセス高周波帯域において動作することを決定してよい。いくつかの例で
は、ＰＣｅｌｌ　８１０は、ＰＣｅｌｌ　８１０のために記憶されている情報に基づいて
、少なくとも１つのセルが共有アクセス高周波帯域において動作すると決定できる。
【００８３】
　[0107]　ブロック８３０において、ＰＣｅｌｌ　８１０を運用する基地局は、セル再選
択の優先度（例えば、０から７の優先度、ここで、０の優先度はセル再選択に対して与え
られる最高の優先度であり、７の優先度はセル再選択に対して与えられる最低の優先度で
ある）をセル再選択または初期アクセスのために利用可能な少なくとも１つの周波数に割
り当てることができるが、（例えば、ブロック８２５において決定されるような）共有ア
クセス高周波帯域において動作するセルによって使用される少なくとも１つの周波数には
セル再選択の優先度を割り当てなくてよい。
【００８４】
　[0108]　モバイルデバイス８１５およびＰＣｅｌｌ　８１０がＲＲＣ接続状態８２０に
ある間の１つまたは複数の時点において、ＰＣｅｌｌ　８１０は、シグナリング情報（例
えば、ＲＲＣシグナリング情報）をモバイルデバイス８１５に送信できる。シグナリング
情報は、専用シグナリングリソースを使用して送信され得る。別の例では、シグナリング
情報はブロードキャストされ得る。いくつかの例では、シグナリング情報は、モバイルデ
バイス８１５がＲＲＣアイドル状態にあるときにセル再選択のために利用可能な（または
ＰＣｅｌｌとしてサービスする）１つまたは複数の周波数を示す、セル再選択の優先度を
有する周波数のリスト８３５を含み得る。シグナリング情報はまた、モバイルデバイス８
１５がＲＲＣアイドル状態にあるときにモバイルデバイス８１５が監視すべきではない、
共有アクセス高周波帯域の１つまたは複数の周波数を示し得る。いくつかの例では、モバ
イルデバイス８１５が監視すべきではない周波数は、周波数のリストに含まれていないこ
と、またはその周波数に対して割り当てられているセル再選択の優先度が存在しないこと
によって示され得る。
【００８５】
　[0109]　シグナリング情報の別の例では、シグナリング情報は、モバイルデバイス８１
５がＲＲＣアイドル状態にあるときにモバイルデバイス８１５が監視すべきではない、共
有アクセス高周波帯域の１つまたは複数のセルまたは周波数を明示的に示し得る。この例
では、シグナリング情報はまた、モバイルデバイス８１５が、ある時間期間（例えば、３
００秒または３日）の間、（同じ周波数または異なる周波数上で動作する）１つまたは複
数のセルにアクセスすること、または（少なくともＰＣｅｌｌを特定するまたはＰＣｅｌ
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ｌにアクセスする目的で）１つまたは複数の周波数にアクセスするのを禁止されることを
示し得る。
【００８６】
　[0110]　ブロック８４０において、モバイルデバイス８１５はＲＲＣアイドル状態８４
５に移行し得る。例えば、モバイルデバイス８１５とＰＣｅｌｌ　８１０との間で送信さ
れる必要のある制御信号および／またはデータ信号がないことが原因で、モバイルデバイ
ス８１５はＲＲＣアイドル状態８４５に移行し得る。
【００８７】
　[0111]　ＲＲＣアイドル状態８４５にある間、ブロック８５０において、モバイルデバ
イス８１５はセル再選択を開始できる。セル再選択は、デバイスの移動、並びに／または
モバイルデバイス８１５、ＰＣｅｌｌ　８１０、および／もしくはモバイルデバイス８１
５とＰｃｅｌｌ　８１０との間の通信リンクにおける条件の変化などの様々な理由で、開
始され得る。ブロック８５０において開始されるセル再選択は、例えば、シグナリング情
報において受信されるセル再選択の優先度８３５を有する周波数のリストを含む、シグナ
リング情報に従って開始され得る。
【００８８】
　[0112]　図９は、本開示の様々な態様による、モバイルデバイス９１５、ＰＣｅｌｌ　
９１０、第１の近隣セル（ＮＣｅｌｌ＿０）９２０、および／または第２の近隣セル（Ｎ
Ｃｅｌｌ＿１）９３０の間のメッセージの流れ９００を示す。モバイルデバイス９１５は
、図１、図２、図３、図５、図６、図７、および／または図８に関して説明されたモバイ
ルデバイス１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、３１５、５１５、６１５、７１５
、および／または８１５の１つまたは複数の態様の例であり得る。ＰＣｅｌｌ　９１０は
、図１、図２、および／もしくは図３に関して説明された基地局１０５、２０５、および
／もしくは３０５、並びに／または、図５、図６、図７、および／もしくは図８に関して
説明されたＰＣｅｌｌ　５１０、６１０、７１０、および／もしくは８１０の１つまたは
複数の態様によって運用される１つまたは複数のセルの例であり得る。いくつかの例では
、ＰＣｅｌｌ　９１０、ＮＣｅｌｌ＿０　９２０、および／またはＮＣｅｌｌ＿１　９３
０の２つ以上が、単一の基地局および／またはｅＮＢによって提供され得る。
【００８９】
　[0113]　メッセージの流れ９００は、モバイルデバイス９１５およびＰＣｅｌｌ　９１
０がＲＲＣアイドル状態９３５にある状態で（例えば、モバイルデバイス９１５がＰＣｅ
ｌｌ　９１０にキャンプオンしている状態で）、または、モバイルデバイス９１５がＰＣ
ｅｌｌへの接続を有しない状態で（例えば、モバイルデバイス９１５がいずれのＰＣｅｌ
ｌにもキャンプオンしていない状態で）開始し得る。
【００９０】
　[0114]　オプションで、ブロック９４０において、モバイルデバイス９１５は、共有ア
クセス高周波帯域において動作していることが知られているあらゆるセルを、ＰＣｅｌｌ
としてサービスすることが禁止されるものとして特定できる（ただしそれらのセルはＳＣ
ｅｌｌとして動作し得る）。いくつかの例では、セルは、共有アクセス高周波帯域の１つ
または複数の対応する周波数範囲を一意に特定する１つまたは複数の周波数バンド識別子
（例えば、周波数バンド番号）および／またはチャネル識別子（例えば、チャネル番号）
のような、モバイルデバイス９１５に記憶されている情報に少なくとも一部基づいて、共
有アクセス高周波帯域において動作するセルとして特定されてよく、上記の１つまたは複
数の周波数範囲は、ＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されるものとして決定される
。共有アクセス高周波帯域の１つまたは複数の対応する周波数範囲を一意に特定する周波
数バンド識別子および／またはチャネル識別子の使用は、セル再選択、初期アクセスなど
の目的でモバイルデバイス９１５が１つまたは複数の周波数範囲を探索するのを禁止する
際に有用であり得る。
【００９１】
　[0115]　ブロック９２５において、ＮＣｅｌｌ＿０　９２０を運用する基地局は、少な
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くともＮＣｅｌｌ＿０　９２０が共有アクセス高周波帯域（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ高周波帯
域および／または複数のＭＮＯがアクセスする権限のある高周波帯域のような、免許不要
の使用が可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る高周波帯域）において動作
するかどうかを決定できる。いくつかの例では、ＮＣｅｌｌ＿０　９２０は、ＮＣｅｌｌ
＿０を運用する基地局に記憶されている情報に基づいて、少なくともＮＣｅｌｌ＿０　９
２０が共有アクセス高周波帯域において動作するかどうかを決定できる。ＮＣｅｌｌ＿０
　９２０は、少なくともＮＣｅｌｌ＿０　９２０が任意の時間において共有アクセス高周
波帯域において動作するかどうかを決定でき、ブロック９２５のタイミングは単なる例示
的なタイミングである。
【００９２】
　[0116]　ＮＣｅｌｌ＿０　９２０を運用する基地局が、少なくともＮＣｅｌｌ＿０　９
２０が共有アクセス高周波帯域において動作すると決定するとき、ＮＣｅｌｌ＿０　９２
０は、ブロック９４５において、送信のためにシグナリング情報を準備できる。シグナリ
ング情報は、セル取得シグナリング情報として準備されてよく、ＮＣｅｌｌ＿０　９２０
がＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されること（またはＮＣｅｌｌ＿０　９２０が
ＳＣｅｌｌとして動作し得ること）を示し得る。例として、シグナリング情報は、ＮＣｅ
ｌｌ＿０　９２０のカバレッジエリア内の全てのモバイルデバイスにブロードキャストさ
れ得る。
【００９３】
　[0117]　ブロック９５０において、モバイルデバイス９１５は、セル再選択または初期
アクセス手順を開始できる。例えば、セル再選択は、デバイスの移動、並びに／またはモ
バイルデバイス９１５、ＰＣｅｌｌ　９１０、および／もしくはモバイルデバイス９１５
とＰｃｅｌｌ　９１０との間の通信リンクにおける条件の変化などの様々な理由で、開始
され得る。別の例では、初期アクセス手順は、例えば、モバイルデバイス９１５がオンに
されたこと、または、セルラーサービスが提供されていないエリアからセルラーサービス
が提供されているエリアへとモバイルデバイスが移動したことが原因で、開始され得る。
ブロック９５０において開始されるセル再選択または初期アクセス手順は、もしあればブ
ロック９４０において行われたセルの特定に従って、開始され得る。ブロック９４０にお
いて特定されたセルは、セル再選択または初期アクセスのために考慮されなくてよい。
【００９４】
　[0118]　セル再選択または初期アクセス手順の開始に続いて、モバイルデバイス９１５
は、セル再選択または初期アクセスを行うために利用可能なセルとしてＮＣｅｌｌ＿０　
９２０を特定し、ＮＣｅｌｌ＿０　９２０から第１のセル取得シグナリング情報９５５を
受信できる。第１のセル取得シグナリング情報９５５は、例えば、ＮＣｅｌｌ＿０　９２
０がＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されること（またはＮＣｅｌｌ＿０　９２０
がＳＣｅｌｌとして動作し得ること）を示すようにコーディングもしくは修正される、主
要同期信号（ＰＳＳ）、二次的同期信号（ＳＳＳ）、セル参照信号（ＣＲＳ）、進化型セ
ル参照信号（ｅＣＲＳ：evolved cell reference signal）、および／または、クリアチ
ャネルアセスメント（ＣＣＡ）免除送信（ＣＥＴ）フレームを使用して、ＮＣｅｌｌ＿０
　９２０によって送信され得る。
【００９５】
　[0119]　第１のセル取得シグナリング情報９５５を受信して復号すると、モバイルデバ
イス９１５は、ブロック９６０において、第１のセル取得シグナリング情報９５５に少な
くとも一部基づいて、ＮＣｅｌｌ＿０　９２０がＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止
されること（またはＮＣｅｌｌ＿０　９２０がＳＣｅｌｌとして動作し得ること）を決定
できる。この決定を行うと、モバイルデバイス９１５は、セル再選択または初期アクセス
手順を行うための別のセル（例えば、ＮＣｅｌｌ＿１　９３０）を選択し、ＮＣｅｌｌ＿
１　９３０から第２のセル取得シグナリング情報９６５を受信できる。
【００９６】
　[0120]　第２のセル取得シグナリング情報９６５は、例えば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ
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、ｅＣＲＳ、および／またはＣＥＴフレームを使用して、ＮＣｅｌｌ＿１　９３０によっ
て送信され得る。第２のセル取得シグナリング情報９６５は、ＮＣｅｌｌ＿１　９３０が
ＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されるかどうか（またはＮＣｅｌｌ＿１　９３０
がＳＣｅｌｌとして動作し得ること）を示し得る。ＮＣｅｌｌ＿１　９３０がＰＣｅｌｌ
としてサービスするのを禁止されること（またはＮＣｅｌｌ＿１　９３０がＳＣｅｌｌで
あること）を第２のセル取得シグナリング情報９６５が示さない場合、モバイルデバイス
９１５は、ブロック９７０において、ＮＣｅｌｌ＿１によってセル再選択または初期アク
セス手順を続けることができる。そうではなく、ＮＣｅｌｌ＿１　９３０がＰＣｅｌｌと
してサービスするのを禁止されること（またはＮＣｅｌｌ＿１　９３０がＳＣｅｌｌであ
ること）を第２のセル取得シグナリング情報９６５が示す場合、モバイルデバイス９１５
は、セル再選択または初期アクセス手順を行うための別のセル（例えば、ＰＣｅｌｌ　９
１０）を選択できる。
【００９７】
　[0121]　セルがＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されるかどうか（またはそのセ
ルがＳＣｅｌｌとして動作し得ること）をセル取得シグナリング情報において示すことに
よって、セルごとに、セルのタイプ（例えば、ＰＣｅｌｌ対応またはＳＣｅｌｌのみ対応
）を示す際の柔軟性が提供され得る。いくつかの例では、あるＭＮＯは、ＰＣｅｌｌとし
てサービスするのを禁止されるものとしてある周波数を指定するためにセル取得シグナリ
ング情報を使用し得るが、別のＭＮＯは、（例えば、スタンドアロン動作のための）ＰＣ
ｅｌｌとしてサービスするのを禁止されるものとしてその周波数を指定するためにセル取
得シグナリング情報を使用し得る。他の例では、ＭＮＯはまた、ＰＣｅｌｌとしてサービ
スするのを禁止されるものとしてあるセルを指定し、しかし他のセルを指定しないために
、セル取得シグナリング情報を使用できる。
【００９８】
　[0122]　図１０は、本開示の様々な態様による、モバイルデバイス１０１５、ＰＣｅｌ
ｌ　１０１０、第１の近隣セル（ＮＣｅｌｌ＿０）１０２０、および／または第２の近隣
セル（ＮＣｅｌｌ＿１）１０３０の間のメッセージの流れ１０００を示す。モバイルデバ
イス１０１５は、図１、図２、図３、図５、図６、図７、図８、および／または図９に関
して説明されたモバイルデバイス１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、３１５、５
１５、６１５、７１５、８１５、および／または９１５の１つまたは複数の態様の例であ
り得る。ＰＣｅｌｌ　１０１０は、図１、図２、および／もしくは図３に関して説明され
た基地局１０５、２０５、および／もしくは３０５、並びに／または、図５、図６、図７
、図８、および／もしくは図９に関して説明されたＰＣｅｌｌ　５１０、６１０、７１０
、８１０、および／もしくは９１０の１つまたは複数の態様によって運用される１つまた
は複数のセルの例であり得る。いくつかの例では、ＰＣｅｌｌ　１０１０、ＮＣｅｌｌ＿
０　１０２０、および／またはＮＣｅｌｌ＿１　１０３０の２つ以上が、単一の基地局お
よび／またはｅＮＢによって提供され得る。
【００９９】
　[0123]　メッセージの流れ１０００は、モバイルデバイス１０１５およびＰＣｅｌｌ　
１０１０がＲＲＣアイドル状態１０３５にある状態で（例えば、モバイルデバイス１０１
５がＰＣｅｌｌ　１０１０にキャンプオンしている状態で）、または、モバイルデバイス
１０１５がＰＣｅｌｌへの接続を有しない状態で（例えば、モバイルデバイス１０１５が
いずれのＰＣｅｌｌにもキャンプオンしていない状態で）開始し得る。
【０１００】
　[0124]　オプションで、ブロック１０４０において、モバイルデバイス１０１５は、共
有アクセス高周波帯域において動作していることが知られているあらゆるセルを、ＰＣｅ
ｌｌとしてサービスすることが禁止されるものとして特定できる（ただしそれらのセルは
ＳＣｅｌｌとして動作し得る）。いくつかの例では、セルは、共有アクセス高周波帯域の
１つまたは複数の対応する周波数範囲を一意に特定する１つまたは複数の周波数バンド識
別子（例えば、周波数バンド番号）および／またはチャネル識別子（例えば、チャネル番
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号）のような、モバイルデバイス１０１５に記憶されている情報に少なくとも一部基づい
て、共有アクセス高周波帯域において動作するセルとして特定されてよく、上記の１つま
たは複数の周波数範囲は、ＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されるものとして決定
される。共有アクセス高周波帯域の１つまたは複数の対応する周波数範囲を一意に特定す
る周波数バンド識別子および／またはチャネル識別子の使用は、セル再選択、初期アクセ
スなどの目的でモバイルデバイス１０１５が１つまたは複数の周波数範囲を探索するのを
禁止する際に有用であり得る。
【０１０１】
　[0125]　ブロック１０２５において、ＮＣｅｌｌ＿０　１０２０を運用する基地局は、
少なくともＮＣｅｌｌ＿０　１０２０が共有アクセス高周波帯域（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ高
周波帯域および／または複数のＭＮＯがアクセスする権限のある高周波帯域のような、免
許不要の使用が可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る高周波帯域）におい
て動作するかどうかを決定できる。いくつかの例では、ＮＣｅｌｌ＿０　１０２０は、Ｎ
Ｃｅｌｌ＿０　１０２０を運用する基地局に記憶されている情報に基づいて、少なくとも
ＮＣｅｌｌ＿０　１０２０が共有アクセス高周波帯域において動作するかどうかを決定で
きる。ＮＣｅｌｌ＿０　１０２０は、少なくともＮＣｅｌｌ＿０　１０２０が任意の時間
において共有アクセス高周波帯域において動作するかどうかを決定でき、ブロック１０２
５のタイミングは単なる例示的なタイミングである。
【０１０２】
　[0126]　ＮＣｅｌｌ＿０　１０２０を運用する基地局が、少なくともＮＣｅｌｌ＿０　
１０２０が共有アクセス高周波帯域において動作すると決定するとき、ＮＣｅｌｌ＿０　
１０２０は、ブロック１０４５において、送信のためにシグナリング情報を準備できる。
シグナリング情報は、ブロードキャストシグナリング情報として準備されてよく、ＮＣｅ
ｌｌ＿０　１０２０がＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されること（またはＮＣｅ
ｌｌ＿０　１０２０がＳＣｅｌｌとして動作し得ること）を示し得る。シグナリング情報
はまた、取得シグナリング情報を含み得る。例として、シグナリング情報は、ＮＣｅｌｌ
＿０　１０２０のカバレッジエリア内の全てのモバイルデバイスにブロードキャストされ
得る。
【０１０３】
　[0127]　ブロック１０５０において、モバイルデバイス１０１５は、セル再選択または
初期アクセス手順を開始できる。例えば、セル再選択は、デバイスの移動、並びに／また
はモバイルデバイス１０１５、ＰＣｅｌｌ　１０１０、および／もしくはモバイルデバイ
ス１０１５とＰｃｅｌｌ　１０１０との間の通信リンクにおける条件の変化などの様々な
理由で、開始され得る。別の例では、初期アクセス手順は、例えば、モバイルデバイス１
０１５がオンにされたこと、または、セルラーサービスが提供されていないエリアからセ
ルラーサービスが提供されているエリアへとモバイルデバイスが移動したことが原因で、
開始され得る。ブロック１０５０において開始されるセル再選択または初期アクセス手順
は、もしあればブロック１０４０において行われたセルの特定に従って、開始され得る。
ブロック１０４０において特定されたセルは、セル再選択または初期アクセスのために考
慮されなくてよい。
【０１０４】
　[0128]　セル再選択または初期アクセス手順の開始に続いて、モバイルデバイス１０１
５は、セル再選択または初期アクセスを行うためにに利用可能なセルとしてＮＣｅｌｌ＿
０　１０２０を特定し、ＮＣｅｌｌ＿０　１０２０から第１のセル取得シグナリング情報
１０５５を受信できる。第１のセル取得シグナリング情報１０５５は、例えば、ＰＳＳ、
ＳＳＳ、ＣＲＳ、ｅＣＲＳ、および／またはＣＥＴフレームを使用して、ＮＣｅｌｌ＿０
　１０２０によって送信され得る。
【０１０５】
　[0129]　第１のセル取得シグナリング情報１０５５の受信に続いて、モバイルデバイス
１０１５は、ＮＣｅｌｌ＿０　１０２０から第１のブロードキャストシグナリング情報１
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０６０を受信できる。第１のブロードキャストシグナリング情報１０６０は、例えば、マ
スター情報ブロック（ＭＩＢ）において（例えば、ＭＩＢの、またはＭＩＢに追加される
１つまたは複数の情報要素において）、および／または、システム情報ブロック（ＳＩＢ
）において（例えば、ＳＩＢの、またはＳＩＢに追加される１つまたは複数の情報要素に
おいて）、ブロードキャストチャネル（例えば、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣ
Ｈ））を通じてＮＣｅｌｌ＿０　１０２０によってブロードキャストされ得る。第１のセ
ル取得シグナリング情報１０６０は、ＮＣｅｌｌ＿０　１０２０がＰＣｅｌｌとしてサー
ビスするのを禁止されること（またはＮＣｅｌｌ＿０　１０２０がＳＣｅｌｌとして動作
し得ること）を示し得る。いくつかの例では、第１のブロードキャストシグナリング情報
１０６０は、（例えば、ＲＡＣＨ構成が提供されないセルにはモバイルデバイスがキャン
プオンできないので）ＲＡＣＨ構成を伴わずにＭＩＢまたはＳＩＢを送信する形式をとり
得る。ＲＡＣＨ構成を伴わないＭＩＢまたはＳＩＢの送信は、一部のモバイルデバイスに
対して後方互換性がないことがあるが、そうしたモバイルデバイスについて、いくつかの
例では、モバイルデバイスは、セルのＲＡＣＨ構成を受信しないとき、そのセルに対する
アクセス手順を続けなくてよい。他の例では、ＭＩＢまたはＳＩＢに追加される情報要素
は、例えば、共有アクセス高周波帯域の周波数範囲を特定する複数の周波数バンド識別子
および／またはチャネル識別子の１つを含んでよく、この共有アクセス高周波帯域の周波
数範囲は、ＮＣｅｌｌ＿０　１０２０によって使用される周波数を含むように決定される
。周波数範囲が複数の周波数バンド識別子および／またはチャネル識別子と関連付けられ
るとき、第１のＭＮＯは、ＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されるものとして周波
数範囲を指定するために複数の周波数バンド識別子および／またはチャネル識別子のうち
の第１を使用でき、第２のＭＮＯは、（例えば、スタンドアロン動作のための）ＰＣｅｌ
ｌとしてサービス可能であるものとして周波数範囲を指定するために複数の周波数バンド
識別子および／またはチャネル識別子のうちの第２を使用できる。
【０１０６】
　[0130]　第１のブロードキャストシグナリング情報１０６０を受信して復号すると、モ
バイルデバイス１０１５は、ブロック１０６５において、第１のブロードキャストシグナ
リング情報１０６０に少なくとも一部基づいて、ＮＣｅｌｌ＿０　１０２０がＰＣｅｌｌ
としてサービスするのを禁止されること（またはＮＣｅｌｌ＿０　１０２０がＳＣｅｌｌ
として選択され得ること）を決定できる。この決定を行うと、モバイルデバイス１０１５
は、セル再選択または初期アクセス手順を行うための別のセル（例えば、ＮＣｅｌｌ＿１
　１０３０）を選択し、ＮＣｅｌｌ＿１　１０３０から第２のセル取得シグナリング情報
１０７０を受信できる。
【０１０７】
　[0131]　第２のセル取得シグナリング情報１０７０は、例えば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲ
Ｓ、ｅＣＲＳ、および／またはＣＥＴフレームを使用して、ＮＣｅｌｌ＿１　１０３０に
よって送信され得る。第２のセル取得シグナリング情報１０７０の受信に続いて、モバイ
ルデバイス１０１５は、ＮＣｅｌｌ＿１　１０３０から第２のブロードキャストシグナリ
ング情報１０７５を受信できる。第２のブロードキャストシグナリング情報は、例えば、
ＭＩＢにおいて（例えば、ＭＩＢの、またはＭＩＢに追加される１つまたは複数の情報要
素において）、および／または、ＳＩＢにおいて（例えば、ＳＩＢの、またはＳＩＢに追
加される１つまたは複数の情報要素において）、ブロードキャストチャネルを通じてＮＣ
ｅｌｌ＿１　１０３０によってブロードキャストされ得る。第２のブロードキャストシグ
ナリング情報１０７５は、ＮＣｅｌｌ＿１　１０３０がＰＣｅｌｌとしてサービスするの
を禁止されるかどうか（またはＮＣｅｌｌ＿１　１０３０がＳＣｅｌｌとして動作し得る
こと）を示し得る。ＮＣｅｌｌ＿１　１０３０がＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止
されること（またはＮＣｅｌｌ＿１がＳＣｅｌｌとして動作し得ること）を第２のブロー
ドキャストシグナリング情報１０７５が示さない場合、モバイルデバイス１０１５は、ブ
ロック１０８０において、ＮＣｅｌｌ＿１とのセル再選択または初期アクセス手順を続け
ることができる。そうではなく、ＮＣｅｌｌ＿１　１０３０がＰＣｅｌｌとしてサービス
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するのを禁止されること（またはＮＣｅｌｌ＿１がＳＣｅｌｌとして動作し得ること）を
第２のブロードキャストシグナリング情報１０７５が示す場合、モバイルデバイス１０１
５は、セル再選択または初期アクセス手順を行うための別のセル（例えば、ＰＣｅｌｌ　
１０１０）を選択できる。
【０１０８】
　[0132]　セルがＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されるかどうか（またはそのそ
のセルがＳＣｅｌｌとして動作し得ること）をブロードキャストシグナリング情報におい
て示すことによって、セルごとに、セルのタイプ（例えば、ＰＣｅｌｌ対応またはＳＣｅ
ｌｌのみ対応）を示す際の柔軟性が提供され得る。いくつかの例では、あるＭＮＯは、Ｐ
Ｃｅｌｌとしてサービスするのを禁止されるものとしてある周波数を指定するためにブロ
ードキャストシグナリング情報を使用し得るが、別のＭＮＯは、（例えば、スタンドアロ
ン動作のための）ＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されるものとしてその周波数を
指定するためにブロードキャストシグナリング情報を使用し得る。他の例では、ＭＮＯは
また、ＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されるものとしてあるセルを指定し、しか
し他のセルを指定しないために、ブロードキャストシグナリング情報を使用できる。
【０１０９】
　[0133]　図１１は、本開示の様々な態様による、モバイルデバイス１１１５、ＰＣｅｌ
ｌ　１１１０、第１の近隣セル（ＮＣｅｌｌ＿０）１１２０、および／または第２の近隣
セル（ＮＣｅｌｌ＿１）１１３０の間のメッセージの流れ１１００を示す。モバイルデバ
イス１１１５は、図１、図２、図３、図５、図６、図７、図８、図９、および／または図
１０に関して説明されたモバイルデバイス１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、３
１５、５１５、６１５、７１５、８１５、９１５、および／または１０１５の１つまたは
複数の態様の例であり得る。ＰＣｅｌｌ　１１１０は、図１、図２、および／もしくは図
３に関して説明された基地局１０５、２０５、および／もしくは３０５、並びに／または
、図５、図６、図７、図８、図９、および／もしくは図１０に関して説明されたＰＣｅｌ
ｌ　５１０、６１０、７１０、８１０、９１０、および／もしくは１０１０の１つまたは
複数の態様によって運用される１つまたは複数のセルの例であり得る。いくつかの例では
、ＰＣｅｌｌ　１１１０、ＮＣｅｌｌ＿０　１１２０、および／またはＮＣｅｌｌ＿１　
１１３０の２つ以上が、単一の基地局および／またはｅＮＢによって提供され得る。
【０１１０】
　[0134]　メッセージの流れ１１００は、モバイルデバイス１１１５およびＰＣｅｌｌ　
１１１０がＲＲＣアイドル状態１１３５にある状態で（例えば、モバイルデバイス１１１
５がＰＣｅｌｌ　１１１０にキャンプオンしている状態で）、または、モバイルデバイス
１１１５がＰＣｅｌｌへの接続を有しない状態で（例えば、モバイルデバイス１１１５が
いずれのＰＣｅｌｌにもキャンプオンしていない状態で）開始し得る。
【０１１１】
　[0135]　オプションで、ブロック１１４０において、モバイルデバイス１１１５は、共
有アクセス高周波帯域において動作していることが知られているあらゆるセルを、ＰＣｅ
ｌｌとしてサービスすることが禁止されるものとして特定できる（ただしそれらのセルは
ＳＣｅｌｌとして動作し得る）。いくつかの例では、セルは、共有アクセス高周波帯域の
１つまたは複数の対応する周波数範囲を一意に特定する１つまたは複数の周波数バンド識
別子（例えば、周波数バンド番号）および／またはチャネル識別子（例えば、チャネル番
号）のような、モバイルデバイス１１１５に記憶されている情報に少なくとも一部基づい
て、共有アクセス高周波帯域において動作するセルとして特定されてよく、上記の１つま
たは複数の周波数範囲は、ＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されるものとして決定
される。共有アクセス高周波帯域の１つまたは複数の対応する周波数範囲を一意に特定す
る周波数バンド識別子および／またはチャネル識別子の使用は、セル再選択、初期アクセ
スなどの目的でモバイルデバイス１１１５が１つまたは複数の周波数範囲を探索するのを
禁止する際に有用であり得る。
【０１１２】
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　[0136]　ブロック１１２５において、ＮＣｅｌｌ＿０　１１２０を運用する基地局は、
少なくともＮＣｅｌｌ＿０　１１２０が共有アクセス高周波帯域（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ高
周波帯域および／または複数のＭＮＯがアクセスする権限のある高周波帯域のような、免
許不要の使用が可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る高周波帯域）におい
て動作するかどうかを決定できる。いくつかの例では、ＮＣｅｌｌ＿０　１１２０は、Ｎ
Ｃｅｌｌ＿０　１１２０を運用する基地局に記憶されている情報に基づいて、少なくとも
ＮＣｅｌｌ＿０　１１２０が共有アクセス高周波帯域において動作するかどうかを決定で
きる。ＮＣｅｌｌ＿０　１１２０は、少なくともＮＣｅｌｌ＿０　１１２０が任意の時間
において共有アクセス高周波帯域において動作するかどうかを決定でき、ブロック１１２
５のタイミングは単なる例示的なタイミングである。
【０１１３】
　[0137]　ＮＣｅｌｌ＿０　１１２０を運用する基地局が、少なくともＮＣｅｌｌ＿０　
１１２０が共有アクセス高周波帯域において動作すると決定するとき、ＮＣｅｌｌ＿０　
１１２０は、ブロック１１４５において、送信のためにシグナリング情報を準備できる。
シグナリング情報は、アクセス拒絶シグナリング情報として準備されてよく、ＮＣｅｌｌ
＿０　１１２０がＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されること（またはＮＣｅｌｌ
＿０　１１２０がＳＣｅｌｌとして動作し得ること）を示し得る。
【０１１４】
　[0138]　ブロック１１５０において、モバイルデバイス１１１５は、セル再選択または
初期アクセス手順を開始できる。例えば、セル再選択は、デバイスの移動、並びに／また
はモバイルデバイス１１１５、ＰＣｅｌｌ　１１１０、および／もしくはモバイルデバイ
ス１１１５とＰｃｅｌｌ　１１１０との間の通信リンクにおける条件の変化などの様々な
理由で、開始され得る。別の例では、初期アクセス手順は、例えば、モバイルデバイス１
１１５がオンにされたこと、または、セルラーサービスが提供されていないエリアからセ
ルラーサービスが提供されているエリアへとモバイルデバイスが移動したことが原因で、
開始され得る。ブロック１１５０において開始されるセル再選択または初期アクセス手順
は、もしあればブロック１１４０において行われたセルの特定に従って、開始され得る。
ブロック１１４０において特定されたセルは、セル再選択または初期アクセスのために考
慮されなくてよい。
【０１１５】
　[0139]　セル再選択または初期アクセス手順の開始に続いて、モバイルデバイス１１１
５は、セル再選択または初期アクセスを行うために利用可能なセルとしてＮＣｅｌｌ＿０
　１１２０を特定し、ＮＣｅｌｌ＿０　１１２０から第１のセル取得シグナリング情報１
１５５を受信できる。第１のセル取得シグナリング情報１１５５は、例えば、ＰＳＳ、Ｓ
ＳＳ、ＣＲＳ、ｅＣＲＳ、および／またはＣＥＴフレームを使用して、ＮＣｅｌｌ＿０　
１１２０によって送信され得る。
【０１１６】
　[0140]　第１のセル取得シグナリング情報１１５５の受信に続いて、モバイルデバイス
１１１５は、ＮＣｅｌｌ＿０　１１２０から第１のブロードキャストシグナリング情報１
１６０を受信できる。第１のブロードキャストシグナリング情報１１６０は、例えば、Ｍ
ＩＢにおいて（例えば、ＭＩＢの、またはＭＩＢに追加される１つまたは複数の情報要素
において）、および／または、ＳＩＢにおいて（例えば、ＳＩＢの、またはＳＩＢに追加
される１つまたは複数の情報要素において）、ブロードキャストチャネルを通じてＮＣｅ
ｌｌ＿０　１１２０によってブロードキャストされ得る。
【０１１７】
　[0141]　第１のブロードキャストシグナリング情報１１６０の受信に続いて、モバイル
デバイス１１１５は、ＮＣｅｌｌ＿０　１１２０にアクセスするための要求１１６５（例
えば、ＲＲＣ接続要求）を送信できる。それに応答して、ブロック１１２５における決定
に少なくとも一部基づいて、ＮＣｅｌｌ＿０　１１２０は、ＮＣｅｌｌ＿０　１１２０が
ＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されること（またはＮＣｅｌｌ＿０がＳＣｅｌｌ
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として動作し得ること）を示すアクセス拒絶シグナリング情報１１７０を送信することに
よって、ＮＣｅｌｌ＿０　１１２０にアクセスするための要求１１６５を拒絶できる。い
くつかの例では、アクセス拒絶シグナリング情報１１７０は、拒絶原因値を含み得る。い
くつかの例では、アクセス拒絶シグナリング情報１１７０は、ＮＣｅｌｌ＿０　１１２０
がある時間期間（例えば、３００秒または３日）の間ＰＣｅｌｌとしてサービスするのを
禁止されることを示し得る。ある例では、いくつかのモバイルデバイス（例えば、ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａ　Ｒｅｌｅａｓｅ　１２またはそれ以前のもとで動作するモバイルデバイス
）は、拒絶原因値を理解しないことがあるので、そのようなモバイルデバイスは、ＰＣｅ
ｌｌとしてのＮＣｅｌｌ＿０　１１２０のアクセスを停止(discontinue)できる。しかし
ながら、いくつかの例では、レガシーの拒絶原因値が、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　Ｒｅｌｅａ
ｓｅ　１２およびそれ以前との互換性を提供するために使用され得る。
【０１１８】
　[0142]　アクセス拒絶シグナリング情報１１７０を受信して復号すると、モバイルデバ
イス１１１５は、ブロック１１７５において、アクセス拒絶シグナリング情報１１７０に
少なくとも一部基づいて、ＮＣｅｌｌ＿０　１１２０がＰＣｅｌｌとしてサービスするの
を禁止されること（またはＮＣｅｌｌ＿０がＳＣｅｌｌとして動作し得ること）を決定で
きる。この決定を行うと、モバイルデバイス１１１５は、セル再選択または初期アクセス
手順を行うための別のセル（例えば、ＮＣｅｌｌ＿１　１１３０）を選択し、ＮＣｅｌｌ
＿１　１１３０から第２のセル取得シグナリング情報１１８０を受信できる。
【０１１９】
　[0143]　第２のセル取得シグナリング情報１１８０は、例えば、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲ
Ｓ、ｅＣＲＳ、および／またはＣＥＴフレームを使用して、ＮＣｅｌｌ＿１　１１３０に
よって送信され得る。第２のセル取得シグナリング情報１１８０の受信に続いて、モバイ
ルデバイス１１１５は、ＮＣｅｌｌ＿１　１１３０から第２のブロードキャストシグナリ
ング情報１１８５を受信できる。第２のブロードキャストシグナリング情報は、例えば、
ＭＩＢにおいて（例えば、ＭＩＢの、またはＭＩＢに追加される１つまたは複数の情報要
素において）、および／または、ＳＩＢにおいて（例えば、ＳＩＢの、またはＳＩＢに追
加される１つまたは複数の情報要素において）、ブロードキャストチャネルを通じてＮＣ
ｅｌｌ＿１によってブロードキャストされ得る。第２のブロードキャストシグナリング情
報１１８５の受信に続いて、モバイルデバイス１１１５は、ＮＣｅｌｌ＿１　１１３０に
アクセスするための要求１１９０（例えば、ＲＲＣ接続要求）を送信できる。ＮＣｅｌｌ
＿１　１１３０がＰＣｅｌｌとして動作し得る場合、ＮＣｅｌｌ＿１　１１３０は、アク
セス受入シグナリング情報１１９５を送信できる。
【０１２０】
　[0144]　図１２は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
の装置１２０５のブロック図１２００を示す。いくつかの例では、装置１２０５は、図１
、図２、および／または図３に関して説明された基地局１０５、２０５、および／または
３０５の１つまたは複数の態様の例であってよく、図５、図６、図７、図８、図９、図１
０、および／もしくは図１１に関して説明されたＰＣｅｌｌ　５１０、６１０、７１０、
８１０、９１０、１０１０、および／もしくは１１１０、並びに／または、図５、図６、
図９、図１０、および／もしくは図１１に関して説明されたＮＣｅｌｌ　５２０、５３０
、６４０、６５０、９２０、９３０、１０２０、１０３０、１１２０、および／もしくは
１１３０、並びに／または、図６に関して説明されたＳＣｅｌｌ　６２０および／もしく
は６３０を運用してよい。装置１２０５はまた、図１、図２、図３、図５、図６、図７、
図８、図９、図１０、および／または図１１に関して説明されたモバイルデバイス１１５
、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、３１５、５１５、６１５、７１５、８１５、９１５
、１０１５、および／または１１１５の１つまたは複数の態様の例であり得る。装置１２
０５はまた、プロセッサであり得る。装置１２０５は、受信機モジュール１２１０、セル
再選択および／もしくはアクセス管理モジュール１２２０、並びに／または送信機モジュ
ール１２３０を含み得る。これらのコンポーネントの各々は、互いに通信していることが
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ある。
【０１２１】
　[0145]　装置１２０５のコンポーネントは、ハードウェアにおいて適用可能な機能の一
部または全てを行うように適合された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）を使用して、個々にまたは集合的に実施され得る。代替的には、それらの機能は、１つ
または複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で
行われ得る。他の例では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る、
他のタイプの集積回路（例えば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィー
ルドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）が使用さ
れ得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用また
は特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中で具
現化される命令によって実施され得る。
【０１２２】
　[0146]　いくつかの例では、受信機モジュール１２１０は、免許高周波帯域（例えば、
特定の用途のために特定のユーザに免許されているので装置がアクセスを争わない高周波
帯域）および／または共有アクセス高周波帯域（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ高周波帯域、および
／または複数のＭＮＯがアクセスする権限のある高周波帯域のような、免許不要の使用が
可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る高周波帯域）を通じて送信を受信す
るように動作可能な少なくとも１つの高周波（ＲＦ）受信機のような、少なくとも１つの
ＲＦ受信機を含み得る。いくつかの例では、免許高周波帯域と共有アクセス高周波帯域の
両方が、例えば図２および／または図３に関して説明されたように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
通信のために使用され得る。受信機モジュール１２１０は、図１、図２、図３、図５、お
よび／または図６に関して説明されたワイヤレス通信システム１００、２００、３００、
５００、および／または６００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレス通信
システムの１つまたは複数の通信リンクを通じて、様々なタイプのデータおよび／または
制御信号（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。通信リンクは、免許高周波
帯域および／または共有アクセス高周波帯域を通じて確立され得る。
【０１２３】
　[0147]　いくつかの例では、送信機モジュール１２３０は、免許高周波帯域および／ま
たは共有アクセス高周波帯域を通じて送信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ送
信機のような少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機モジュール１２３０は、図
１、図２、図３、図５、および／または図６に関して説明されたワイヤレス通信システム
１００、２００、３００、５００、および／または６００の１つまたは複数の通信リンク
のような、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを通じて、様々なタイ
プのデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。
通信リンクは、免許高周波帯域および／または共有アクセス高周波帯域を通じて確立され
得る。
【０１２４】
　[0148]　装置１２０５がＰＣｅｌｌ、ＮＣｅｌｌ、および／またはＳＣｅｌｌを運用す
る基地局として構成される装置１２０５の例では、セル再選択および／またはアクセス管
理モジュール１２２０は、セル（このセルは装置１２０５および／または別のセルの一部
または全てを含み得る）が共有アクセス高周波帯域において動作するかどうかを決定する
ために使用され得る。セル再選択および／またはアクセス管理モジュール１２２０はまた
、送信機モジュール１２３０を介してシグナリング情報をモバイルデバイスに送信するた
めに使用され得る。シグナリング情報は、共有アクセス高周波帯域においてセルが動作す
るという決定に少なくとも一部基づいてよく、セルがＰＣｅｌｌとしてサービスするのを
禁止されること（またはセルがＳＣｅｌｌとして動作し得ること）を示してよい。
【０１２５】
　[0149]　装置１２０５がモバイルデバイスとして構成される装置１２０５の例では、セ
ル再選択および／またはアクセス管理モジュール１２２０は、基地局からシグナリング情
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報を受信するために使用され得る。シグナリング情報は、受信機モジュール１２１０を介
して受信されてよく、共有アクセス高周波帯域において動作するセルがＰＣｅｌｌとして
サービスするのを禁止されること（またはセルがＳＣｅｌｌとして動作し得ること）を示
してよい。セル再選択および／またはアクセス管理モジュール１２２０はまた、受信され
たシグナリング情報に少なくとも一部基づいて、セルがＰＣｅｌｌとしてサービスするの
を禁止されること（またはＳＣｅｌｌとして動作可能なセルとして）特定するために使用
され得る。
【０１２６】
　[0150]　装置１２０５がモバイルデバイスとして構成される装置１２０５の他の例では
、セル再選択および／またはアクセス管理モジュール１２２０は、モバイルデバイスに記
憶されている情報に少なくとも一部基づいて、共有アクセス高周波帯域において動作する
セルがＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されること（またはＳＣｅｌｌとして動作
可能なセルとして）特定するために使用され得る。
【０１２７】
　[0151]　図１３は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
の装置１３０５のブロック図１３００を示す。いくつかの例では、装置１３０５は、図１
、図２、および／もしくは図３に関して説明された基地局１０５、２０５、および／もし
くは３０５の１つまたは複数の態様、並びに／または、図１２に関して説明された装置１
２０５の１つまたは複数の態様の例であってよく、図５、図６、図７、図８、図９、図１
０、および／もしくは図１１に関して説明されたＰＣｅｌｌ　５１０、６１０、７１０、
８１０、９１０、１０１０、および／もしくは１１１０、並びに／または、図５、図６、
図９、図１０、および／もしくは図１１に関して説明されたＮＣｅｌｌ　５２０、５３０
、６４０、６５０、９２０、９３０、１０２０、１０３０、１１２０、および／もしくは
１１３０、並びに／または、図６に関して説明されたＳＣｅｌｌ　６２０および／もしく
は６３０を運用してよい。装置１３０５はまた、プロセッサであり得る。装置１３０５は
、受信機モジュール１３１０、セル再選択および／もしくはアクセス管理モジュール１３
２０、並びに／または送信機モジュール１３３０を含み得る。これらのコンポーネントの
各々は、互いに通信していることがある。
【０１２８】
　[0152]　装置１３０５のコンポーネントは、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の
適用可能な機能の一部または全てを行うように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使
用して実施され得る。代替的に、機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコ
ア）によって、１つまたは複数の集積回路上で行われ得る。他の例では、当技術分野で知
られている任意の方法でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（例えば、ストラク
チャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使用
され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用ま
たは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中で
具現化される命令によって実施され得る。
【０１２９】
　[0153]　いくつかの例では、受信機モジュール１３１０は、免許高周波帯域（例えば、
特定の使用のために特定のユーザに免許されているので装置がアクセスを争わない高周波
帯域）および／または共有アクセス高周波帯域（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ高周波帯域、および
／または複数のＭＮＯがアクセスする権限のある高周波帯域のような、免許不要の使用が
可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る高周波帯域）を通じて送信を受信す
るように動作可能な少なくとも１つのＲＦ受信機のような、少なくとも１つのＲＦ受信機
を含み得る。いくつかの例では、免許高周波帯域と共有アクセス高周波帯域の両方が、例
えば図２および／または図３に関して説明されたように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のため
に使用され得る。受信機モジュール１３１０は、図１、図２、図３、図５、および／また
は図６に関して説明されたワイヤレス通信システム１００、２００、３００、５００、お
よび／または６００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレス通信システムの
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１つまたは複数の通信リンクを通じて、様々なタイプのデータおよび／または制御信号（
すなわち、送信）を受信するために使用され得る。通信リンクは、免許高周波帯域および
／または共有アクセス高周波帯域を通じて確立され得る。
【０１３０】
　[0154]　いくつかの例では、送信機モジュール１３３０は、免許高周波帯域および／ま
たは共有アクセス高周波帯域を通じて送信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ送
信機のような少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機モジュール１３３０は、図
１、図２、図３、図５、および／または図６に関して説明されたワイヤレス通信システム
１００、２００、３００、５００、および／または６００の１つまたは複数の通信リンク
のような、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを通じて、様々なタイ
プのデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。
通信リンクは、免許高周波帯域および／または共有アクセス高周波帯域を通じて確立され
得る。
【０１３１】
　[0155]　いくつかの例では、セル再選択および／またはアクセス管理モジュール１３２
０は、図１２に関して説明されたセル再選択および／またはアクセス管理モジュール１２
２０の１つまたは複数の態様の例であり得る。セル再選択および／またはアクセス管理モ
ジュール１３２０は、セルタイプおよび／もしくは周波数タイプ決定モジュール１３３５
、並びに／または、セルタイプおよび／もしくは周波数タイプ通知モジュール１３４０を
含み得る。これらのコンポーネントの各々は、互いに通信していることがある。
【０１３２】
　[0156]　いくつかの例では、セルタイプおよび／または周波数タイプ決定モジュール１
３３５は、例えば、図７、図８、図９、図１０、および／または図１１のブロック７２５
、８２５、９２５、１０２５、および／または１１２５に関して説明されたように、セル
（このセルは装置１３０５および／または別のセルの一部または全てを含み得る）が共有
アクセス高周波帯域において動作するかどうかを決定するために使用され得る。
【０１３３】
　[0157]　いくつかの例では、セルタイプおよび／または周波数タイプ通知モジュール１
３４０はまた、シグナリング情報を準備し、送信機モジュール１３３０を介してモバイル
デバイスに送信するために使用され得る。シグナリング情報は、共有アクセス高周波帯域
においてセルが動作するというセルタイプおよび／または周波数タイプ決定モジュール１
３３５による決定に少なくとも一部基づき得る。シグナリング情報は、例えば、図７、図
８、図９、図１０、および／または図１１のシグナリング情報７３０、７４０、８３５、
９５５、１０６０、および／または１１７０に関して説明されたように、セルがＰＣｅｌ
ｌとしてサービスするのを禁止されること（またはセルがＳＣｅｌｌとして動作し得るこ
と）を示し得る。シグナリング情報は、例えば、図８、図９、図１０および／または図１
１のブロック８３０、９４５、１０４５および／または１１４５において準備され得る。
【０１３４】
　[0158]　モバイルデバイスが装置１３０５とのＲＲＣ接続状態にあるとき、モバイルデ
バイスに送信されるシグナリング情報は、ＲＲＣシグナリング情報を含み得る。ＲＲＣシ
グナリング情報は、図７および／または図８に関して説明されるＰＣｅｌｌ　７１０およ
び／または８１０によって送信されるシグナリング情報のいずれかを含み得る。
【０１３５】
　[0159]　モバイルデバイスが装置１３０５に関してＲＲＣアイドル状態にあるとき、モ
バイルデバイスに送信されるシグナリング情報は、図９、図１０、および／または図１１
に関して説明されたＮＣｅｌｌ　９２０、９３０、１０２０、１０３０、１１２０、およ
び／または１１３０によって送信されるシグナリング情報のいずれかを含み得る。
【０１３６】
　[0160]　図１４は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
の装置１４０５のブロック図１４００を示す。いくつかの例では、装置１４０５は、図１
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、図２、および／もしくは図３に関して説明された基地局１０５、２０５、および／もし
くは３０５の１つまたは複数の態様、並びに／または、図１２および／もしくは図１３に
関して説明された装置１２０５および／もしくは１３０５の１つまたは複数の態様の例で
あってよく、図５、図６、図７、図８、図９、図１０、および／もしくは図１１に関して
説明されたＰＣｅｌｌ　５１０、６１０、７１０、８１０、９１０、１０１０、および／
もしくは１１１０、並びに／または、図５、図６、図９、図１０、および／もしくは図１
１に関して説明されたＮＣｅｌｌ　５２０、５３０、６４０、６５０、９２０、９３０、
１０２０、１０３０、１１２０、および／もしくは１１３０、並びに／または、図６に関
して説明されたＳＣｅｌｌ　６２０および／もしくは６３０を運用してよい。装置１４０
５はまた、プロセッサであり得る。装置１４０５は、受信機モジュール１４１０、セル再
選択および／もしくはアクセス管理モジュール１４２０、並びに／または送信機モジュー
ル１４３０を含み得る。これらのコンポーネントの各々は、互いに通信していることがあ
る。
【０１３７】
　[0161]　装置１４０５のコンポーネントは、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の
適用可能な機能の一部または全てを行うように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使
用して実施され得る。代替的に、機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコ
ア）によって、１つまたは複数の集積回路上で行われ得る。他の例では、当技術分野で知
られている任意の方法でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（例えば、ストラク
チャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使用
され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用ま
たは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中で
具現化される命令によって実施され得る。
【０１３８】
　[0162]　いくつかの例では、受信機モジュール１４１０は、免許高周波帯域（例えば、
特定の使用のために特定のユーザに免許されているので装置がアクセスを争わない高周波
帯域）および／または共有アクセス高周波帯域（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ高周波帯域、および
／または複数のＭＮＯがアクセスする権限のある高周波帯域のような、免許不要の使用が
可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る高周波帯域）を通じて送信を受信す
るように動作可能な少なくとも１つのＲＦ受信機のような、少なくとも１つのＲＦ受信機
を含み得る。いくつかの例では、免許高周波帯域と共有アクセス高周波帯域の両方が、例
えば図２および／または図３に関して説明されたように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のため
に使用され得る。いくつかの場合、受信機モジュール１４１０は、免許高周波帯域および
共有アクセス高周波帯域に対する別々の受信機を含み得る。いくつかの例では、別々の受
信機は、免許高周波帯域を通じて通信するための免許帯域ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジ
ュール１４１２、および共有アクセス高周波帯域を通じて通信するための共有帯域ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール１４１４という形態をとり得る。高周波帯域ＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａ受信機モジュール１４１２および／または共有帯域ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジ
ュール１４１４を含む受信機モジュール１４１０は、図１、図２、図３、図５、および／
または図６に関して説明されたワイヤレス通信システム１００、２００、３００、５００
、および／または６００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレス通信システ
ムの１つまたは複数の通信リンクを通じて、様々なタイプのデータおよび／または制御信
号（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。通信リンクは、免許高周波帯域お
よび／または共有アクセス高周波帯域を通じて確立され得る。
【０１３９】
　[0163]　いくつかの例では、送信機モジュール１４３０は、免許高周波帯域および／ま
たは共有アクセス高周波帯域を通じて送信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ送
信機のような少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。いくつかの例では、免許高周波帯
域と共有アクセス高周波帯域の両方が、例えば図２および／または図３に関して説明され
たように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用され得る。いくつかの場合、送信機モジ
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ュール１４３０は、免許高周波帯域および共有アクセス高周波帯域に対する別々の送信機
を含み得る。いくつかの例では、別々の送信機は、免許高周波帯域を通じて通信するため
の免許帯域ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール１４３２、および共有アクセス高周波帯
域を通じて通信するための共有帯域ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール１４３４という
形態をとり得る。高周波帯域ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール１４３２および／また
は共有帯域ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール１４３４を含む送信機モジュール１４３
０は、図１、図２、図３、図５、および／または図６に関して説明されたワイヤレス通信
システム１００、２００、３００、５００、および／または６００の１つまたは複数の通
信リンクのような、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを通じて、様
々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）を受信するために使用さ
れ得る。通信リンクは、免許高周波帯域および／または共有アクセス高周波帯域を通じて
確立され得る。
【０１４０】
　[0164]　いくつかの例では、セル再選択および／またはアクセス管理モジュール１４２
０は、図１２並びに／または図１３に関して説明されたセル再選択および／もしくはアク
セス管理モジュール１２２０並びに／または１３２０の１つまたは複数の態様の例であり
得る。セル再選択および／またはアクセス管理モジュール１４２０は、セルタイプおよび
／もしくは周波数タイプ決定モジュール１４３５、並びに／または、セルタイプおよび／
もしくは周波数タイプ通知モジュール１４４０を含み得る。これらのコンポーネントの各
々は、互いに通信していることがある。
【０１４１】
　[0165]　いくつかの例では、セルタイプおよび／または周波数タイプ決定モジュール１
４３５は、図１３に関して説明されたセルタイプおよび／または周波数タイプ決定モジュ
ール１３３５の例であってよく、図７、図８、図９、図１０、および／または図１１のブ
ロック７２５、８２５、９２５、１０２５、および／または１１２５に関して説明された
ように、セル（このセルは装置１４０５および／または別のセルの一部または全てを含み
得る）が共有アクセス高周波帯域において動作するかどうかを決定するために使用され得
る。
【０１４２】
　[0166]　いくつかの例では、セルタイプおよび／または周波数タイプ通知モジュール１
４４０は、図１３に関して説明されたセルタイプおよび／または周波数タイプ通知モジュ
ール１３４０の例であってよく、シグナリング情報を準備し、送信機モジュール１４３０
を介してモバイルデバイスに送信するために使用され得る。シグナリング情報は、共有ア
クセス高周波帯域においてセルが動作するというセルタイプおよび／または周波数タイプ
決定モジュール１４３５による決定に少なくとも一部基づき得る。シグナリング情報は、
セルがＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されること（またはセルがＳＣｅｌｌとし
て動作し得ること）を示し得る。セルタイプおよび／または周波数タイプ通知モジュール
１４４０は、準備済セル通知モジュール１４４５、利用不可能セル／周波数通知モジュー
ル１４５０、セル取得通知モジュール１４５５、ブロードキャスト通知モジュール１４６
０、および／またはアクセス拒絶通知モジュール１４６５を含み得る。
【０１４３】
　[0167]　準備済セル通知モジュール１４４５は、例えば図７のシグナリング情報に関し
て説明されたように、準備されているセルのリストを含むシグナリング情報をモバイルデ
バイスに送信するために使用され得る。
【０１４４】
　[0168]　利用不可能セル／周波数通知モジュール１４５０は、例えば、ブロック８３０
並びに図７および／もしくは図８のシグナリング情報７３０および／もしくは８３５に関
して説明されたように、セル再選択または初期アクセスに利用不可能であるセルおよび／
または周波数を示すシグナリング情報を準備して送信するために使用され得る。
【０１４５】
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　[0169]　セル取得通知モジュール１４５５は、例えば、図９のブロック９４５および第
１のセル取得シグナリング情報９５５に関して説明されたように、少なくとも１つのセル
がＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されること（または少なくとも１つのセルがＳ
Ｃｅｌｌとして動作し得ること）を示すシグナリング情報を準備して送信するために使用
され得る。
【０１４６】
　[0170]　ブロードキャスト通知モジュール１４６０は、例えば、図１０のブロック１０
４５および第１のブロードキャストシグナリング情報１０６０に関して説明されたように
、少なくとも１つのセルがＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されること（または少
なくとも１つのセルがＳＣｅｌｌとして動作し得ること）を示すシグナリング情報を準備
して送信するために使用され得る。
【０１４７】
　[0171]　アクセス拒絶通知モジュール１４６５は、例えば、図１１のブロック１１４５
およびアクセス拒絶シグナリング情報１１７０に関して説明されたように、少なくとも１
つのセルがＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されること（または少なくとも１つの
セルがＳＣｅｌｌとして動作し得ること）を示すシグナリング情報を準備して送信するた
めに使用され得る。
【０１４８】
　[0172]　図１５は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
の装置１５１５のブロック図１５００を示す。いくつかの例では、装置１５１５はまた、
図１、図２、図３、図５、図６、図７、図８、図９、図１０、および／もしくは図１１に
関して説明されたモバイルデバイス１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、３１５、
５１５、６１５、７１５、８１５、９１５、１０１５、および／もしくは１１１５の１つ
または複数の態様、並びに／または、図１２に関して説明された装置１２０５の１つまた
は複数の態様の例であり得る。装置１５１５はまた、プロセッサであり得る。装置１５１
５は、受信機モジュール１５１０、セル再選択および／もしくはアクセス管理モジュール
１５２０、並びに／または送信機モジュール１５３０を含み得る。これらのコンポーネン
トの各々は、互いに通信していることがある。
【０１４９】
　[0173]　装置１５１５のコンポーネントは、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の
適用可能な機能の一部または全てを行うように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使
用して実施され得る。代替的に、機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコ
ア）によって、１つまたは複数の集積回路上で行われ得る。他の例では、当技術分野で知
られている任意の方法でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（例えば、ストラク
チャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使用
され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用ま
たは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中で
具現化される命令によって実施され得る。
【０１５０】
　[0174]　いくつかの例では、受信機モジュール１５１０は、免許高周波帯域（例えば、
特定の使用のために特定のユーザに免許されているので装置がアクセスを争わない高周波
帯域）および／または共有アクセス高周波帯域（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ高周波帯域、および
／または複数のＭＮＯがアクセスする権限のある高周波帯域のような、免許不要の使用が
可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る高周波帯域）を通じて送信を受信す
るように動作可能な少なくとも１つのＲＦ受信機のような、少なくとも１つのＲＦ受信機
を含み得る。いくつかの例では、免許高周波帯域と共有アクセス高周波帯域の両方が、例
えば図２および／または図３に関して説明されたように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のため
に使用され得る。受信機モジュール１５１０は、図１、図２、図３、図５、および／また
は図６に関して説明されたワイヤレス通信システム１００、２００、３００、５００、お
よび／または６００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレス通信システムの
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１つまたは複数の通信リンクを通じて、様々なタイプのデータおよび／または制御信号（
すなわち、送信）を受信するために使用され得る。通信リンクは、免許高周波帯域および
／または共有アクセス高周波帯域を通じて確立され得る。
【０１５１】
　[0175]　いくつかの例では、送信機モジュール１５３０は、免許高周波帯域および／ま
たは共有アクセス高周波帯域を通じて送信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ送
信機のような少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機モジュール１５３０は、図
１、図２、図３、図５、および／または図６に関して説明されたワイヤレス通信システム
１００、２００、３００、５００、および／または６００の１つまたは複数の通信リンク
のような、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを通じて、様々なタイ
プのデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。
通信リンクは、免許高周波帯域および／または共有アクセス高周波帯域を通じて確立され
得る。
【０１５２】
　[0176]　いくつかの例では、セル再選択および／またはアクセス管理モジュール１５２
０は、図１２に関して説明されたセル再選択および／またはアクセス管理モジュール１２
２０の１つまたは複数の態様の例であり得る。セル再選択および／またはアクセス管理モ
ジュール１５２０は、セルタイプおよび／または周波数タイプ特定モジュール１５３５を
含み得る。
【０１５３】
　[0177]　いくつかの例では、セルタイプおよび／または周波数タイプ特定モジュール１
５３５は、例えば、図９、図１０、および／または図１１のブロック９４０、１０４０、
および／または１１４０に関して説明されたように、装置１５１５に記憶されている情報
に少なくとも一部基づいて、共有アクセス高周波帯域において動作するセルがＰＣｅｌｌ
としてサービスするのを禁止されることを特定するために使用され得る。
【０１５４】
　[0178]　図１６は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
の装置１６１５のブロック図１６００を示す。いくつかの例では、装置１６１５はまた、
図１、図２、図３、図５、図６、図７、図８、図９、図１０、および／もしくは図１１に
関して説明されたモバイルデバイス１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、３１５、
５１５、６１５、７１５、８１５、９１５、１０１５、および／もしくは１１１５の１つ
または複数の態様、並びに／または、図１２および／もしくは図１５に関して説明された
装置１２０５および／もしくは１５１５の１つまたは複数の態様の例であり得る。装置１
６１５はまた、プロセッサであり得る。装置１６１５は、受信機モジュール１６１０、セ
ル再選択および／もしくはアクセス管理モジュール１６２０、並びに／または送信機モジ
ュール１６３０を含み得る。これらのコンポーネントの各々は、互いに通信していること
がある。
【０１５５】
　[0179]　装置１６１５のコンポーネントは、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の
適用可能な機能の一部または全てを行うように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使
用して実施され得る。代替的に、機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコ
ア）によって、１つまたは複数の集積回路上で行われ得る。他の例では、当技術分野で知
られている任意の方法でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（例えば、ストラク
チャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使用
され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用ま
たは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中で
具現化される命令によって実施され得る。
【０１５６】
　[0180]　いくつかの例では、受信機モジュール１６１０は、免許高周波帯域（例えば、
特定の使用のために特定のユーザに免許されているので装置がアクセスを争わない高周波
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帯域）および／または共有アクセス高周波帯域（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ高周波帯域、および
／または複数のＭＮＯがアクセスする権限のある高周波帯域のような、免許不要の使用が
可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る高周波帯域）を通じて送信を受信す
るように動作可能な少なくとも１つのＲＦ受信機のような、少なくとも１つのＲＦ受信機
を含み得る。いくつかの例では、免許高周波帯域と共有アクセス高周波帯域の両方が、例
えば図２および／または図３に関して説明されたように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のため
に使用され得る。受信機モジュール１６１０は、図１、図２、図３、図５、および／また
は図６に関して説明されたワイヤレス通信システム１００、２００、３００、５００、お
よび／または６００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレス通信システムの
１つまたは複数の通信リンクを通じて、様々なタイプのデータおよび／または制御信号（
すなわち、送信）を受信するために使用され得る。通信リンクは、免許高周波帯域および
／または共有アクセス高周波帯域を通じて確立され得る。
【０１５７】
　[0181]　いくつかの例では、送信機モジュール１６３０は、免許高周波帯域および／ま
たは共有アクセス高周波帯域を通じて送信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ送
信機のような少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信機モジュール１６３０は、図
１、図２、図３、図５、および／または図６に関して説明されたワイヤレス通信システム
１００、２００、３００、５００、および／または６００の１つまたは複数の通信リンク
のような、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを通じて、様々なタイ
プのデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。
通信リンクは、免許高周波帯域および／または共有アクセス高周波帯域を通じて確立され
得る。
【０１５８】
　[0182]　いくつかの例では、セル再選択および／またはアクセス管理モジュール１６２
０は、図１２並びに／または図１５に関して説明されたセル再選択および／もしくはアク
セス管理モジュール１２２０並びに／または１５２０の１つまたは複数の態様の例であり
得る。セル再選択および／またはアクセス管理モジュール１６２０は、セルタイプおよび
／もしくは周波数タイプ受信モジュール１６３５、並びに／または、セルタイプおよび／
もしくは周波数タイプ特定モジュール１６４０を含み得る。これらのコンポーネントの各
々は、互いに通信していることがある。
【０１５９】
　[0183]　いくつかの例では、セルタイプおよび／または周波数タイプ受信モジュール１
６３５は、例えば、図７、図８、図９、図１０、および／または図１１のシグナリング情
報７４０、８３５、９５５、１０６０、および／または１１７０に関して説明されたよう
に、共有アクセス高周波帯域において動作するセルがＰＣｅｌｌとしてサービスするのを
禁止されることを示すシグナリング情報を基地局から受信するために使用され得る。シグ
ナリング情報は、受信機モジュール１６１０を介して受信され得る。
【０１６０】
　[0184]　いくつかの例では、セルタイプおよび／または周波数タイプ特定モジュール１
６４０は、例えば、図７、図８、図９、図１０、および／または図１１のブロック７６５
、８５０、９６０、１０６５、および／または１１７５に関して説明されたように、受信
されたシグナリング情報に少なくとも一部基づいて、ＰＣｅｌｌとしてサービスするのを
禁止されるものとしてあるセルを特定するために使用され得る。
【０１６１】
　[0185]　図１７は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
の装置１７１５のブロック図１７００を示す。いくつかの例では、装置１７１５はまた、
図１、図２、図３、図５、図６、図７、図８、図９、図１０、および／もしくは図１１に
関して説明されたモバイルデバイス１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、３１５、
５１５、６１５、７１５、８１５、９１５、１０１５、および／もしくは１１１５の１つ
または複数の態様、並びに／または、図１２、図１５、および／もしくは図１６に関して
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説明された装置１２０５、１５１５、および／もしくは１６１５の１つまたは複数の態様
の例であり得る。装置１７１５はまた、プロセッサであり得る。装置１７１５は、受信機
モジュール１７１０、セル再選択および／もしくはアクセス管理モジュール１７２０、並
びに／または送信機モジュール１７３０を含み得る。これらのコンポーネントの各々は、
互いに通信していることがある。
【０１６２】
　[0186]　装置１７１５のコンポーネントは、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の
適用可能な機能の一部または全てを行うように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使
用して実施され得る。代替的に、機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコ
ア）によって、１つまたは複数の集積回路上で行われ得る。他の例では、当技術分野で知
られている任意の方法でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（例えば、ストラク
チャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）が使用
され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用ま
たは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中で
具現化される命令によって実施され得る。
【０１６３】
　[0187]　いくつかの例では、受信機モジュール１７１０は、免許高周波帯域（例えば、
特定の使用のために特定のユーザに免許されているので装置がアクセスを争わない高周波
帯域）および／または共有アクセス高周波帯域（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ高周波帯域、および
／または複数のＭＮＯがアクセスする権限のある高周波帯域のような、免許不要の使用が
可能であるので装置がアクセスを争う必要があり得る高周波帯域）を通じて送信を受信す
るように動作可能な少なくとも１つのＲＦ受信機のような、少なくとも１つのＲＦ受信機
を含み得る。いくつかの例では、免許高周波帯域と共有アクセス高周波帯域の両方が、例
えば図２および／または図３に関して説明されたように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のため
に使用され得る。いくつかの場合、受信機モジュール１７１０は、免許高周波帯域および
共有アクセス高周波帯域に対する別々の受信機を含み得る。いくつかの例では、別々の受
信機は、免許高周波帯域を通じて通信するための免許帯域ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジ
ュール１７１２、および共有アクセス高周波帯域を通じて通信するための共有帯域ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａ受信機モジュール１７１４という形態をとり得る。高周波帯域ＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａ受信機モジュール１７１２および／または共有帯域ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機モジ
ュール１７１４を含む受信機モジュール１７１０は、図１、図２、図３、図５、および／
または図６に関して説明されたワイヤレス通信システム１００、２００、３００、５００
、および／または６００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレス通信システ
ムの１つまたは複数の通信リンクを通じて、様々なタイプのデータおよび／または制御信
号（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。通信リンクは、免許高周波帯域お
よび／または共有アクセス高周波帯域を通じて確立され得る。
【０１６４】
　[0188]　いくつかの例では、送信機モジュール１７３０は、免許高周波帯域および／ま
たは共有アクセス高周波帯域を通じて送信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ送
信機のような少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。いくつかの例では、免許高周波帯
域と共有アクセス高周波帯域の両方が、例えば図２および／または図３に関して説明され
たように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用され得る。いくつかの場合、送信機モジ
ュール１７３０は、免許高周波帯域および共有アクセス高周波帯域に対する別々の送信機
を含み得る。いくつかの例では、別々の送信機は、免許高周波帯域を通じて通信するため
の免許帯域ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール１７３２、および共有アクセス高周波帯
域を通じて通信するための共有帯域ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール１７３４という
形態をとり得る。高周波帯域ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール１７３２および／また
は共有帯域ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機モジュール１７３４を含む送信機モジュール１６３
０は、図１、図２、図３、図５、および／または図６に関して説明されたワイヤレス通信
システム１００、２００、３００、５００、および／または６００の１つまたは複数の通
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信リンクのような、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを通じて、様
々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、送信）を受信するために使用さ
れ得る。通信リンクは、免許高周波帯域および／または共有アクセス高周波帯域を通じて
確立され得る。
【０１６５】
　[0189]　いくつかの例では、セル再選択および／またはアクセス管理モジュール１７２
０は、図１２、図１５、並びに／または図１６に関して説明されたセル再選択および／も
しくはアクセス管理モジュール１２２０、１５２０、並びに／または１６２０の１つまた
は複数の態様の例であり得る。セル再選択および／またはアクセス管理モジュール１７２
０は、セルタイプおよび／もしくは周波数タイプ受信モジュール１７３５、並びに／また
は、セルタイプおよび／もしくは周波数タイプ特定モジュール１７４０を含み得る。これ
らのコンポーネントの各々は、互いに通信していることがある。
【０１６６】
　[0190]　いくつかの例では、セルタイプおよび／または周波数タイプ受信モジュール１
７３５は、図１６に関して説明されたセルタイプおよび／または周波数タイプ受信モジュ
ール１６３５の例であってよく、共有アクセス高周波帯域において動作するセルがＰＣｅ
ｌｌとしてサービスするのを禁止されることを示すシグナリング情報を基地局から受信す
るために使用されてよい。シグナリング情報は、受信機モジュール１７１０を介して受信
され得る。セルタイプおよび／または周波数タイプ受信モジュール１７３５は、準備済セ
ル受信モジュール１７４５、利用不可能セル／周波数受信モジュール１７５０、セル取得
受信モジュール１７５５、ブロードキャスト受信モジュール１７６０、および／またはア
クセス拒絶受信モジュール１７６５を含み得る。
【０１６７】
　[0191]　準備済セル受信モジュール１７４５は、例えば図７のシグナリング情報に関し
て説明されたように、準備されているセルのリスト７４０を含むシグナリング情報を受信
するために使用され得る。
【０１６８】
　[0192]　利用不可能セル／周波数受信モジュール１７５０は、例えば、ブロック８３０
並びに図７および／もしくは図８のシグナリング情報７３０および／もしくは８３５に関
して説明されたように、セル再選択または初期アクセスに利用不可能であるセルおよび／
または周波数を示すシグナリング情報を受信するために使用され得る。
【０１６９】
　[0193]　セル取得受信モジュール１７５５は、例えば、図９のブロック９４５および第
１のセル取得シグナリング情報９５５に関して説明されたように、少なくとも１つのセル
がＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されること（または少なくとも１つのセルがＳ
Ｃｅｌｌとして動作し得ること）を示すシグナリング情報を受信するために使用され得る
。
【０１７０】
　[0194]　ブロードキャスト受信モジュール１７６０は、例えば、図１０のブロック１０
４５および第１のブロードキャストシグナリング情報１０６０に関して説明されたように
、少なくとも１つのセルがＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されること（または少
なくとも１つのセルがＳＣｅｌｌとして動作し得ること）を示すシグナリング情報を受信
するために使用され得る。
【０１７１】
　[0195]　アクセス拒絶受信モジュール１７６５は、例えば、図１１のブロック１１４５
およびアクセス拒絶シグナリング情報１１７０に関して説明されたように、少なくとも１
つのセルがＰＣｅｌｌとしてサービスするのを禁止されること（または少なくとも１つの
セルがＳＣｅｌｌとして動作し得ること）を示すシグナリング情報を受信するために使用
され得る。
【０１７２】
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　[0196]　いくつかの例では、セルタイプおよび／または周波数タイプ特定モジュール１
７４０は、図１６に関して説明されたセルタイプおよび／または周波数タイプ特定モジュ
ール１６４０の例であってよく、例えば、図７、図８、図９、図１０、および／または図
１１のブロック７６５、８５０、９６０、１０６５、および／または１１７５に関して説
明されたように、受信されたシグナリング情報に少なくとも一部基づいて、ＰＣｅｌｌと
してサービスするのを禁止されるものとしてあるセルを特定するために使用され得る。
【０１７３】
　[0197]　図１８は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
の基地局１８０５（例えば、ｅＮＢ）のブロック図１８００を示す。いくつかの例では、
基地局１８０５は、図１、図２、および／もしくは図３に関して説明された基地局１０５
、２０５、および／もしくは３０５の１つまたは複数の態様、並びに／または、図５、図
６、図７、図８、図９、図１０、および／もしくは図１１に関して説明されたＰＣｅｌｌ
　５１０、６１０、７１０、８１０、９１０、１０１０、および／もしくは１１１０の１
つまたは複数の態様、並びに／または、図５、図６、図９、図１０、および／もしくは図
１１に関して説明されたＮＣｅｌｌ　５２０、５３０、６４０、６５０、９２０、９３０
、１０２０、１０３０、１１２０、および／もしくは１１３０の１つまたは複数の態様、
並びに／または、図６に関して説明されたＳＣｅｌｌ　６２０および／もしくは６３０の
１つまたは複数の態様、並びに／または、図１２、図１３、および／もしくは図１４に関
して説明された装置１２０５、１３０５、および／もしくは１４０５の１つまたは複数の
態様の例であり得る。基地局１８０５は、図１、図２、図３、図５、図６、図７、図８、
図９、図１０、図１１、図１２、図１３、および／または図１４に関して説明された基地
局、セル、および／または装置の特徴および機能の少なくとも一部を実施または支援する
ように構成され得る。基地局１８０５は、基地局プロセッサモジュール１８１０、基地局
メモリモジュール１８２０、（基地局送受信機モジュール１８５０によって表される）少
なくとも１つの基地局送受信機モジュール、（基地局アンテナ１８５５によって表される
）少なくとも１つの基地局アンテナ 、基地局ワイヤレス通信管理モジュール１８６０、
並びに／または、基地局セル再選択および／もしくはアクセス管理モジュール１８８０を
含み得る。基地局１８０５はまた、基地局通信モジュール１８３０および／またはネット
ワーク通信モジュール１８４０の１つまたは複数を含み得る。これらのコンポーネントの
各々は、１つまたは複数のバス１８３５を通じて、直接的にまたは間接的に互いに通信し
ていることがある。
【０１７４】
　[0198]　基地局メモリモジュール１８２０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）およ
び／または読取り専用メモリ（ＲＯＭ）を含み得る。基地局メモリモジュール１８２０は
、実行されると、基地局プロセッサモジュール１８１０に、ハンドオーバー、セル再選択
、または初期アクセス手順に関する本明細書で説明される様々な機能を行うように構成さ
れる命令を含む、コンピュータ可読の、コンピュータ実行可能ソフトウェア（ＳＷ）コー
ド１８２５を記憶し得る。代替的に、ソフトウェアコード１８２５は、基地局プロセッサ
モジュール１８１０によって直接的に実行可能ではないことがあるが、（例えば、コンパ
イルされ実行されると）本明細書で説明される様々な機能を基地局１８０５に行わせるよ
うに構成され得る。
【０１７５】
　[0199]　基地局プロセッサモジュール１８１０は、インテリジェントハードウェアデバ
イス、例えば、中央処理装置（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得
る。基地局プロセッサモジュール１８１０は、（１つまたは複数の）基地局送受信機モジ
ュール１８５０、基地局通信モジュール１８３０、および／またはネットワーク通信モジ
ュール１８４０を通じて受信された情報を処理できる。基地局プロセッサモジュール１８
１０はまた、アンテナ１８５５を通じた送信のために送受信機モジュール１８５０へ、１
つまたは複数の他の基地局１８０５－ａおよび１８０５－ｂへの送信のために基地局通信
モジュール１８３０へ、並びに／または、図１に関して説明されたコアネットワーク１３
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０の１つまたは複数の態様の例であり得るコアネットワーク１８４５への送信のためにネ
ットワーク通信モジュール１８４０へ送られるべき情報を処理し得る。基地局プロセッサ
モジュール１８１０は、単独で、または、基地局ワイヤレス通信管理モジュール１８６０
および／もしくは基地局セル再選択および／もしくはアクセス管理モジュール１８８０と
ともに、第１の高周波帯域（例えば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に使用可能な免許高周波帯
域）および／または第２の高周波帯域（例えば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に使用可能な共
有アクセス高周波帯域）を通じた通信（またはそれを通じた通信の管理）の様々な態様を
扱うことができる。
【０１７６】
　[0200]　基地局送受信機モジュール１８５０は、パケットを変調し、変調されたパケッ
トを送信のために基地局アンテナ１８５５に与え、基地局アンテナ１８５５から受信され
たパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。基地局送受信機モジュール１
８５０は、いくつかの例では、１つまたは複数の基地局送信機モジュールおよび１つまた
は複数の別個の基地局受信機モジュールとして実施され得る。基地局送受信機モジュール
１８５０は、第１の高周波帯域および／または第２の高周波帯域における通信をサポート
し得る。基地局送受信機モジュール１８５０は、例えば、図１、図２、図３、図５、図６
、図７、図８、図９、図１０、および／もしくは図１１に関して説明されたモバイルデバ
イス１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、３１５、５１５、６１５、７１５、８１
５、９１５、１０１５、および／もしくは１１１５の１つまたは複数、並びに／または、
図１２、図１５、図１６、および／もしくは図１７に関して説明された装置１２０５、１
５１５、１６１５、および／もしくは１７１５の１つまたは複数のような、１つまたは複
数の移動局または装置と、アンテナ１８５５を介して双方向に通信するように構成され得
る。基地局１８０５は、例えば、複数の基地局アンテナ１８５５（例えば、アンテナアレ
イ）を含み得る。基地局１８０５は、ネットワーク通信モジュール１８４０を通じてコア
ネットワーク１８４５と通信し得る。基地局１８０５はまた、基地局通信モジュール１８
３０を使用して、基地局１８０５－ａおよび１８０５－ｂのような他の基地局または基地
局と通信し得る。
【０１７７】
　[0201]　基地局ワイヤレス通信管理モジュール１８６０は、第１の高周波帯域および／
または第２の高周波帯域を通じたワイヤレス通信に関する、図１、図２、図３、図５、図
６、図７、図８、図９、図１０、図１１、図１２、図１３、および／または図１４に関し
て説明された特徴および／または機能の一部または全てを行うおよび／または制御するよ
うに構成され得る。例えば、基地局ワイヤレス通信管理モジュール１８６０は、第１の高
周波帯域および／または第２の高周波帯域を使用して、補足ダウンリンクモード、キャリ
アアグリゲーションモード、および／またはスタンドアロン動作モードをサポートするよ
うに構成され得る。基地局ワイヤレス通信管理モジュール１８６０は、第１の高周波帯域
におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱うように構成される基地局免許帯域ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａモジュール１８６５と、第２の高周波帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱うよ
うに構成される基地局共有帯域ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュール１８７０とを含み得る。基
地局ワイヤレス通信管理モジュール１８６０またはその一部は、プロセッサを含んでよく
、並びに／または、基地局ワイヤレス通信管理モジュール１８６０の機能の一部または全
ては、基地局プロセッサモジュール１８１０によって、および／もしくは基地局プロセッ
サモジュール１８１０に関連して行われ得る。
【０１７８】
　[0202]　基地局セル再選択および／またはアクセス管理モジュール１８８０は、第１の
高周波帯域および／または第２の高周波帯域を使用したセルのセル再選択および／または
初期アクセスに関する、図１、図２、図３、図５、図６、図７、図８、図９、図１０、図
１１、図１２、図１３、および／または図１４に関して説明された特徴および／または機
能の一部または全てを行うおよび／または制御するように構成され得る。いくつかの例で
は、基地局セル再選択および／またはアクセス管理モジュール１８８０は、図１２、図１
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３、並びに／または図１４に関して説明されたセル再選択および／もしくはアクセス管理
モジュール１２２０、１３２０、並びに／または１４２０の１つまたは複数の態様の例で
あり得る。基地局セル再選択および／またはアクセス管理モジュール１８８０またはその
一部は、プロセッサを含んでよく、並びに／または、基地局セル再選択および／またはア
クセス管理モジュール１８８０の機能の一部または全ては、基地局プロセッサモジュール
１８１０によって、および／もしくは基地局プロセッサモジュール１８１０に関連して行
われ得る。
【０１７９】
　[0203]　図１９は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するため
のモバイルデバイス１９１５（例えば、ＵＥ）のブロック図１９００を示す。モバイルデ
バイス１９１５は様々な構成を有してよく、パーソナルコンピュータ（例えば、ラップト
ップコンピュータ、ネットブックコンピュータ、タブレットコンピュータなど）、携帯電
話、ＰＤＡ、デジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ）、インターネット機器、ゲームコンソー
ル、電子リーダーなどに含まれてよく、またはその一部であってよい。モバイルデバイス
１９１５は、いくつかの例では、モバイル動作を容易にするために、小型バッテリーなど
の内部電源（図示されず）を有し得る。いくつかの例では、モバイルデバイス１９１５は
また、図１、図２、図３、図５、図６、図７、図８、図９、図１０、および／もしくは図
１１に関して説明されたモバイルデバイス１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、３
１５、５１５、６１５、７１５、８１５、９１５、１０１５、および／もしくは１１１５
の１つまたは複数の態様、並びに／または、図１２、図１５、図１６、および／もしくは
図１７に関して説明された装置１２０５、１５１５、１６１５、および／もしくは１７１
５の１つまたは複数の態様の例であり得る。モバイルデバイス１９１５は、図１、図２、
図３、図５、図６、図７、図８、図９、図１０、図１１、図１２、図１５、図１６、およ
び／または図１７に関して説明されたモバイルデバイスおよび／または装置の特徴および
機能の少なくともいくつかを実施するように構成され得る。
【０１８０】
　[0204]　モバイルデバイス１９１５は、モバイルデバイスプロセッサモジュール１９１
０、モバイルデバイスメモリモジュール１９２０、（モバイルデバイス送受信機モジュー
ル１９３０によって表される）少なくとも１つのモバイルデバイス送受信機モジュール、
（モバイルデバイスアンテナ１９４０によって表される）少なくとも１つのモバイルデバ
イスアンテナ 、モバイルデバイスワイヤレス通信管理モジュール１９６０、並びに／ま
たは、モバイルデバイスセル再選択および／もしくはアクセス管理モジュール１９８０を
含み得る。これらのコンポーネントの各々は、１つまたは複数のバス１９３５を通じて、
直接的にまたは間接的に互いに通信していることがある。
【０１８１】
　[0205]　モバイルデバイスメモリモジュール１９２０は、ＲＡＭおよび／またはＲＯＭ
を含み得る。モバイルデバイスメモリモジュール１９２０は、実行されると、モバイルデ
バイスプロセッサモジュール１９１０に、ハンドオーバー、セル再選択、または初期アク
セス手順に関する本明細書で説明される様々な機能を行わせるように構成される命令を含
む、コンピュータ可読の、コンピュータ実行可能ソフトウェア（ＳＷ）コード１９２５を
記憶し得る。代替的に、ソフトウェアコード１９２５は、モバイルデバイスプロセッサモ
ジュール１９１０によって直接的に実行可能ではないが、（例えば、コンパイルされ、実
行されたとき）本明細書で説明される様々な機能をモバイルデバイス１９１５に行わせる
ように構成され得る。
【０１８２】
　[0206]　モバイルデバイスプロセッサモジュール１９１０は、インテリジェントハード
ウェアデバイス、例えば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。モ
バイルデバイスプロセッサモジュール１９１０は、モバイルデバイス送受信機モジュール
１９３０を通じて受信された情報、および／またはモバイルデバイスアンテナ１９４０を
通じた送信のためにモバイルデバイス送受信機モジュール１９３０に送られるべき情報を
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処理できる。モバイルデバイスプロセッサモジュール１９１０は、単独で、または、モバ
イルデバイスワイヤレス通信管理モジュール１９６０および／もしくはモバイルデバイス
セル再選択および／もしくはアクセス管理モジュール１９８０とともに、第１の高周波帯
域（例えば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に使用可能な免許高周波帯域）および／または第２
の高周波帯域（例えば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信に使用可能な共有アクセス高周波帯域）
を通じた通信（またはそれを通じた通信の管理）の様々な態様を扱うことができる。
【０１８３】
　[0207]　モバイルデバイス送受信機モジュール１９３０は、パケットを変調し、変調さ
れたパケットを送信のためにモバイルデバイスアンテナ１９４０に与え、モバイルデバイ
スアンテナ１９４０から受信されたパケットを復調するように構成されたモデムを含み得
る。モバイルデバイス送受信機モジュール１９３０は、いくつかの例では、１つまたは複
数のモバイルデバイス送信機モジュールおよび１つまたは複数の別個のモバイルデバイス
受信機モジュールとして実施され得る。モバイルデバイス送受信機モジュール１９３０は
、第１の高周波帯域および／または第２の高周波帯域における通信をサポートし得る。モ
バイルデバイス送受信機モジュール１９３０は、図１、図２、図３、および／もしくは図
１８に関して説明された基地局１０５、２０５、３０５、および／または１８０５の１つ
または複数、並びに／または、図５、図６、図７、図８、図９、図１０、および／もしく
は図１１に関して説明されたＰＣｅｌｌ　５１０、６１０、７１０、８１０、９１０、１
０１０、および／もしくは１１１０の１つまたは複数、並びに／または、図５、図６、図
９、図１０、および／もしくは図１１に関して説明されたＮＣｅｌｌ　５２０、５３０、
６４０、６５０、９２０、９３０、１０２０、１０３０、１１２０、および／もしくは１
１３０の１つまたは複数、並びに／または、図６に関して説明されたＳＣｅｌｌ　６２０
および／もしくは６３０の１つまたは複数、並びに／または、図１２、図１３、および／
もしくは図１４に関して説明された装置１２０５、１３０５、および／もしくは１４０５
の１つまたは複数と、モバイルデバイスアンテナ１９４０を介して双方向に通信するよう
に構成され得る。モバイルデバイス１９１５は単一のモバイルデバイスアンテナを含み得
るが、モバイルデバイス１９１５が複数のモバイルデバイスアンテナ１９４０を含み得る
例があり得る。
【０１８４】
　[0208]　状態モジュール１９５０は、例えば、ＲＲＣアイドル状態とＲＲＣ接続状態と
の間のモバイルデバイス１９１５の移行を管理するために使用されてよく、１つまたは複
数のバス１９３５を通じて、直接または間接的にモバイルデバイス１９１５の他のコンポ
ーネントと通信していてよい。状態モジュール１９５０またはその一部は、プロセッサを
含んでよく、並びに／または、状態モジュール１９５０の機能の一部または全ては、モバ
イルデバイスプロセッサモジュール１９１０によって、および／もしくはモバイルデバイ
スプロセッサモジュール１９１０に関連して行われ得る。
【０１８５】
　[0209]　モバイルデバイスワイヤレス通信管理モジュール１９６０は、第１の高周波帯
域および／または第２の高周波帯域を通じたワイヤレス通信に関する、図１、図２、図３
、図５、図６、図７、図８、図９、図１０、図１１、図１２、図１５、図１６、および／
または図１７に関して説明された特徴および／または機能の一部または全てを行うおよび
／または制御するように構成され得る。例えば、モバイルデバイスワイヤレス通信管理モ
ジュール１９６０は、第１の高周波帯域および／または第２の高周波帯域を使用して、補
足ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーションモード、および／またはスタンドアロ
ン動作モードをサポートするように構成され得る。モバイルデバイスワイヤレス通信管理
モジュール１９６０は、第１の高周波帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱うように
構成されるモバイルデバイス免許帯域ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュール１９６５と、第２の
高周波帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱うように構成されるモバイルデバイス共
有帯域ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュール１９７０とを含み得る。モバイルデバイスワイヤレ
ス通信管理モジュール１９６０またはその一部は、プロセッサを含んでよく、並びに／ま
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たは、モバイルデバイスワイヤレス通信管理モジュール１９６０の機能の一部または全て
は、モバイルデバイスプロセッサモジュール１９１０によって、および／もしくはモバイ
ルデバイスプロセッサモジュール１９１０に関連して行われ得る。
【０１８６】
　[0210]　モバイルデバイスセル再選択および／またはアクセス管理モジュール１９８０
は、第１の高周波帯域および／または第２の高周波帯域を使用したセルのセル再選択およ
び／または初期アクセスに関する、図１、図２、図３、図５、図６、図７、図８、図９、
図１０、図１１、図１２、図１５、図１６、および／または図１７に関して説明された特
徴および／または機能の一部または全てを行うおよび／または制御するように構成され得
る。いくつかの例では、モバイルデバイスセル再選択および／またはアクセス管理モジュ
ール１９８０は、図１２、図１５、図１６、並びに／または図１７に関して説明されたセ
ル再選択および／もしくはアクセス管理モジュール１２２０、１５２０、１６２０、並び
に／または１７２０の１つまたは複数の態様の例であり得る。モバイルデバイスセル再選
択および／またはアクセス管理モジュール１９８０またはその一部は、プロセッサを含ん
でよく、並びに／または、モバイルデバイスセル再選択および／またはアクセス管理モジ
ュール１９８０の機能の一部または全ては、モバイルデバイスプロセッサモジュール１９
１０によって、および／もしくはモバイルデバイスプロセッサモジュール１９１０に関連
して行われ得る。
【０１８７】
　[0211]　図２０は、本開示の様々な態様による、（例えば、基地局またはセルによる）
ワイヤレス通信のための方法２０００の例を示すフローチャートである。明確にするため
に、方法２０００は、図１、図２、図３、および／もしくは図１８に関して説明された基
地局１０５、２０５、３０５、および／もしくは１８０５の１つまたは複数の態様、並び
に／または、図１２、図１３、および／もしくは図１４に関して説明された装置１２０５
、１３０５、および／もしくは１４０５の１つまたは複数の態様に関して以下で説明され
、これらの態様は、図５、図６、図７、図８、図９、図１０、および／もしくは図１１に
関して説明されたＰＣｅｌｌ　５１０、６１０、７１０、８１０、９１０、１０１０、お
よび／もしくは１１１０、並びに／または、図５、図６、図９、図１０、および／もしく
は図１１に関して説明されたＮＣｅｌｌ　５２０、５３０、６４０、６５０、９２０、９
３０、１０２０、１０３０、１１２０、および／もしくは１１３０、並びに／または、図
６に関して説明されたＳＣｅｌｌ　６２０および／もしくは６３０を運用し得る。いくつ
かの例では、ＰＣｅｌｌ、ＳＣｅｌｌ、および／またはＮＣｅｌｌを運用する基地局およ
び／または装置は、以下で説明される機能を行うように基地局、装置、ＰＣｅｌｌ、ＳＣ
ｅｌｌ、および／またはＮＣｅｌｌの機能要素を制御するために、コードの１つまたは複
数のセットを実行し得る。
【０１８８】
　[0212]　ブロック２００５において、方法２０００は、セルが共有アクセス高周波帯域
（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ高周波帯域および／または複数のＭＮＯがアクセスする権限のある
高周波帯域のような、免許不要の使用が可能であるので装置がアクセスを争う必要があり
得る高周波帯域）において動作すると決定することを含み得る。ブロック２００５の動作
は、図１２、図１３、図１４、および／もしくは図１８に関して説明されたセル再選択お
よび／またはアクセス管理モジュール１２２０、１３２０、１４２０、および／もしくは
１８８０、並びに／または、図１３および／もしくは図１４に関して説明されたセルタイ
プおよび／または周波数タイプ決定モジュール１３３５および／もしくは１４３５を使用
して行われ得る。
【０１８９】
　[0213]　ブロック２０１０において、方法２０００は、共有アクセス高周波帯域におい
てセルが動作するという決定に少なくとも一部基づいて、セルが主要サービングセルとし
てサービスするのを禁止されることを示すシグナリング情報をモバイルデバイスに送信す
ることを含み得る。ブロック２０１０の動作は、図１２、図１３、図１４、および／もし
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くは図１８に関して説明されたセル再選択および／またはアクセス管理モジュール１２２
０、１３２０、１４２０、および／もしくは１８８０、並びに／または、図１３および／
もしくは図１４に関して説明されたセルタイプおよび／または周波数タイプ通知モジュー
ル１３４０および／もしくは１４４０を使用して行われ得る。
【０１９０】
　[0214]　モバイルデバイスがＲＲＣ接続状態にあるとき、モバイルデバイスに送信され
るシグナリング情報は、ＲＲＣシグナリング情報を含み得る。ＲＲＣシグナリング情報は
、図７および／または図８に関して説明されるＰＣｅｌｌ　７１０および／または８１０
によって送信されるシグナリング情報のいずれかを含み得る。
【０１９１】
　[0215]　モバイルデバイスがＲＲＣアイドル状態にあるとき、モバイルデバイスに送信
されるシグナリング情報は、図９、図１０、および／または図１１に関して説明されたＮ
Ｃｅｌｌ　９２０、９３０、１０２０、１０３０、１１２０、および／または１１３０に
よって送信されるシグナリング情報のいずれかを含み得る。
【０１９２】
　[0216]　従って、方法２０００はワイヤレス通信を提供できる。方法２０００は一実施
形態にすぎず、方法２０００の動作は、他の実施形態が可能であるように再構成されるか
、または別様に変形され得ることに留意されたい。
【０１９３】
　[0217]　図２１は、本開示の様々な態様による、（例えば、基地局またはセルによる）
ワイヤレス通信のための方法２１００の例を示すフローチャートである。明確にするため
に、方法２１００は、図１、図２、図３、および／もしくは図１８に関して説明された基
地局１０５、２０５、３０５、および／もしくは１８０５の１つまたは複数の態様、並び
に／または、図１２、図１３、および／もしくは図１４に関して説明された装置１２０５
、１３０５、および／もしくは１４０５の１つまたは複数の態様に関して以下で説明され
、これらの態様は、図５、図６、図７、図８、図９、図１０、および／もしくは図１１に
関して説明されたＰＣｅｌｌ　５１０、６１０、７１０、８１０、９１０、１０１０、お
よび／もしくは１１１０、並びに／または、図５、図６、図９、図１０、および／もしく
は図１１に関して説明されたＮＣｅｌｌ　５２０、５３０、６４０、６５０、９２０、９
３０、１０２０、１０３０、１１２０、および／もしくは１１３０、並びに／または、図
６に関して説明されたＳＣｅｌｌ　６２０および／もしくは６３０を運用し得る。いくつ
かの例では、ＰＣｅｌｌ、ＳＣｅｌｌ、および／またはＮＣｅｌｌを運用する基地局およ
び／または装置は、以下で説明される機能を行うように基地局、ＰＣｅｌｌ、ＳＣｅｌｌ
、ＮＣｅｌｌ、および／または装置の機能要素を制御するために、コードの１つまたは複
数のセットを実行し得る。
【０１９４】
　[0218]　ブロック２１０５において、方法２１００は、セルが共有アクセス高周波帯域
（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ高周波帯域および／または複数のＭＮＯがアクセスする権限のある
高周波帯域のような、免許不要の使用が可能であるので装置がアクセスを争う必要があり
得る高周波帯域）において動作すると決定することを含み得る。ブロック２００５の動作
は、図１２、図１３、図１４、および／もしくは図１８に関して説明されたセル再選択お
よび／またはアクセス管理モジュール１２２０、１３２０、１４２０、および／もしくは
１８８０、並びに／または、図１３および／もしくは図１４に関して説明されたセルタイ
プおよび／または周波数タイプ決定モジュール１３３５および／もしくは１４３５を使用
して行われ得る。
【０１９５】
　[0219]　ブロック２１１０、ブロック２１１５、および／またはブロック２１２５にお
いて、方法２１００は、セルが主要サービングセルとして機能するのを禁止されているこ
とを示すシグナリング情報をモバイルデバイスに送信するかどうかを決定することを含み
得る。ブロック２１１０、２１１５、および／または２１２５の動作は、図１２、図１３
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、図１４、および／もしくは図１８に関して説明されたセル再選択および／またはアクセ
ス管理モジュール１２２０、１３２０、１４２０、および／もしくは１８８０、並びに／
または、図１３および／もしくは図１４に関して説明されたセルタイプおよび／または周
波数タイプ通知モジュール１３４０および／もしくは１４４０を使用して行われ得る。
【０１９６】
　[0220]　より具体的には、ブロック２１１０において、方法２１００は、セル取得シグ
ナリング情報をモバイルデバイスに送信することを含み得る。ブロック２１１０において
モバイルデバイスに送信されるセル取得シグナリング情報は、図９に関して説明されたＮ
Ｃｅｌｌ　９２０および／または９３０によって送信されるセル取得シグナリング情報の
いずれかを含み得る。
【０１９７】
　[0221]　ブロック２１１５において、方法２１００は、シグナリング情報をモバイルデ
バイスにブロードキャストすることを含み得る。ブロック２１１５においてモバイルデバ
イスにブロードキャストされるシグナリング情報は、図１０に関して説明されたＮＣｅｌ
ｌ　１０２０および／または１０３０によってブロードキャストされるブロードキャスト
シグナリング情報のいずれかを含み得る。
【０１９８】
　[0222]　ブロック２１２０において、方法２１００は、セルにアクセスするための要求
が受信されたかどうかを決定することを含み得る。セルにアクセスするための要求が受信
されたとき、方法はブロック２１２５に進むことができ、そこで、方法２１００はアクセ
ス拒絶シグナリング情報をモバイルデバイスに送信することを含み得る。ブロック２１２
５においてモバイルデバイスに送信されるアクセス拒絶シグナリング情報は、図１１に関
して説明されたＮＣｅｌｌ　１１２０および／または１１３０によってブロードキャスト
されるアクセス拒絶シグナリング情報のいずれかを含み得る。
【０１９９】
　[0223]　従って、方法２１００はワイヤレス通信を提供できる。方法２１００は一実施
形態にすぎず、方法２１００の動作は、他の実施形態が可能であるように再構成されるか
、または別様に変形され得ることに留意されたい。
【０２００】
　[0224]　図２２は、本開示の様々な態様による、（例えば、基地局またはセルによる）
ワイヤレス通信のための方法２２００の例を示すフローチャートである。明確にするため
に、方法２２００は、図１、図２、図３、および／もしくは図１８に関して説明された基
地局１０５、２０５、３０５、および／もしくは１８０５の１つまたは複数の態様、並び
に／または、図１２、図１３、および／もしくは図１４に関して説明された装置１２０５
、１３０５、および／もしくは１４０５の１つまたは複数の態様に関して以下で説明され
、これらの態様は、図５、図６、図７、図８、図９、図１０、および／もしくは図１１に
関して説明されたＰＣｅｌｌ　５１０、６１０、７１０、８１０、９１０、１０１０、お
よび／もしくは１１１０、並びに／または、図５、図６、図９、図１０、および／もしく
は図１１に関して説明されたＮＣｅｌｌ　５２０、５３０、６４０、６５０、９２０、９
３０、１０２０、１０３０、１１２０、および／もしくは１１３０、並びに／または、図
６に関して説明されたＳＣｅｌｌ　６２０および／もしくは６３０を運用し得る。いくつ
かの例では、ＰＣｅｌｌ、ＳＣｅｌｌ、および／またはＮＣｅｌｌを運用する基地局およ
び／または装置は、以下で説明される機能を行うように基地局、装置、ＰＣｅｌｌ、ＳＣ
ｅｌｌ、および／またはＮＣｅｌｌの機能要素を制御するために、コードの１つまたは複
数のセットを実行し得る。
【０２０１】
　[0225]　ブロック２２０５において、方法２２００は、セルが共有アクセス高周波帯域
（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ高周波帯域および／または複数のＭＮＯがアクセスする権限のある
高周波帯域のような、免許不要の使用が可能であるので装置がアクセスを争う必要があり
得る高周波帯域）において動作すると決定することを含み得る。ブロック２２０５の動作
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は、図１２、図１３、図１４、および／もしくは図１８に関して説明されたセル再選択お
よび／またはアクセス管理モジュール１２２０、１３２０、１４２０、および／もしくは
１８８０、並びに／または、図１３および／もしくは図１４に関して説明されたセルタイ
プおよび／または周波数タイプ決定モジュール１３３５および／もしくは１４３５を使用
して行われ得る。
【０２０２】
　[0226]　ブロック２２１０において、方法２２００は、共有アクセス高周波帯域の１つ
または複数の周波数範囲が主要サービングセルの選択に適していないと決定することを含
み得る。１つまたは複数の周波数範囲は、共有アクセス高周波帯域において動作するセル
によって使用される周波数を含み得る。ブロック２２１０の動作は、図１２、図１３、図
１４、および／もしくは図１８に関して説明されたセル再選択および／またはアクセス管
理モジュール１２２０、１３２０、１４２０、および／もしくは１８８０、並びに／また
は、図１３および／もしくは図１４に関して説明されたセルタイプおよび／または周波数
タイプ決定モジュール１３３５および／もしくは１４３５を使用して行われ得る。
【０２０３】
　[0227]　ブロック２２１５において、方法２２００は、共有アクセス高周波帯域におい
てセルが動作するという決定に少なくとも一部基づいて、セルが主要サービングセルとし
てサービスするのを禁止されることを示すシグナリング情報をモバイルデバイスに送信す
ることを含み得る。シグナリング情報の少なくとも一部分は、共有アクセス高周波帯域の
１つまたは複数の周波数範囲を一意に特定する、１つまたは複数の周波数バンド識別子お
よび／またはチャネル識別子を含み得る。ブロック２２１５の動作は、図１２、図１３、
図１４、および／もしくは図１８に関して説明されたセル再選択および／またはアクセス
管理モジュール１２２０、１３２０、１４２０、および／もしくは１８８０、図１３およ
び／もしくは図１４に関して説明されたセルタイプおよび／または周波数タイプ通知モジ
ュール１３４０および／もしくは１４４０、並びに／または、図１４に関して説明された
利用不可能セル／周波数通知モジュール１４５０を使用して行われ得る。
【０２０４】
　[0228]　従って、方法２２００はワイヤレス通信を提供できる。方法２２００は一実施
形態にすぎず、方法２２００の動作は、他の実施形態が可能であるように再構成されるか
、または別様に変形され得ることに留意されたい。
【０２０５】
　[0229]　図２３は、本開示の様々な態様による、（例えば、基地局またはセルによる）
ワイヤレス通信のための方法２３００の例を示すフローチャートである。明確にするため
に、方法２３００は、図１、図２、図３、および／もしくは図１８に関して説明された基
地局１０５、２０５、３０５、および／もしくは１８０５の１つまたは複数の態様、並び
に／または、図１２、図１３、および／もしくは図１４に関して説明された装置１２０５
、１３０５、および／もしくは１４０５の１つまたは複数の態様に関して以下で説明され
、これらの態様は、図５、図６、図７、図８、図９、図１０、および／もしくは図１１に
関して説明されたＰＣｅｌｌ　５１０、６１０、７１０、８１０、９１０、１０１０、お
よび／もしくは１１１０、並びに／または、図５、図６、図９、図１０、および／もしく
は図１１に関して説明されたＮＣｅｌｌ　５２０、５３０、６４０、６５０、９２０、９
３０、１０２０、１０３０、１１２０、および／もしくは１１３０、並びに／または、図
６に関して説明されたＳＣｅｌｌ　６２０および／もしくは６３０を運用し得る。いくつ
かの例では、ＰＣｅｌｌ、ＳＣｅｌｌ、および／またはＮＣｅｌｌを運用する基地局およ
び／または装置は、以下で説明される機能を行うように基地局、装置、ＰＣｅｌｌ、ＳＣ
ｅｌｌ、および／またはＮＣｅｌｌの機能要素を制御するために、コードの１つまたは複
数のセットを実行し得る。
【０２０６】
　[0230]　ブロック２３０５において、方法２３００は、セルが共有アクセス高周波帯域
（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ高周波帯域および／または複数のＭＮＯがアクセスする権限のある
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高周波帯域のような、免許不要の使用が可能であるので装置がアクセスを争う必要があり
得る高周波帯域）において動作すると決定することを含み得る。ブロック２３０５の動作
は、図１２、図１３、図１４、および／もしくは図１８に関して説明されたセル再選択お
よび／またはアクセス管理モジュール１２２０、１３２０、１４２０、および／もしくは
１８８０、並びに／または、図１３および／もしくは図１４に関して説明されたセルタイ
プおよび／または周波数タイプ決定モジュール１３３５および／もしくは１４３５を使用
して行われ得る。
【０２０７】
　[0231]　ブロック２３１０において、方法２３００は、共有アクセス高周波帯域の周波
数範囲が主要サービングセルの選択に適していないと決定することを含み得る。周波数範
囲は、共有アクセス高周波帯域において動作するセルによって使用される周波数を含み得
る。ブロック２３１０の動作は、図１２、図１３、図１４、および／もしくは図１８に関
して説明されたセル再選択および／またはアクセス管理モジュール１２２０、１３２０、
１４２０、および／もしくは１８８０、並びに／または、図１３および／もしくは図１４
に関して説明されたセルタイプおよび／または周波数タイプ決定モジュール１３３５およ
び／もしくは１４３５を使用して行われ得る。
【０２０８】
　[0232]　ブロック２３１５において、方法２３００は、共有アクセス高周波帯域におい
てセルが動作するという決定に少なくとも一部基づいて、セルが主要サービングセルとし
てサービスするのを禁止されることを示すシグナリング情報をモバイルデバイスに送信す
ることを含み得る。シグナリング情報の少なくとも一部分は、共有アクセス高周波帯域の
周波数範囲を特定する、複数の周波数バンド識別子および／またはチャネル識別子の１つ
を含み得る。ブロック２３１５の動作は、図１２、図１３、図１４、および／もしくは図
１８に関して説明されたセル再選択および／またはアクセス管理モジュール１２２０、１
３２０、１４２０、および／もしくは１８８０、図１３および／もしくは図１４に関して
説明されたセルタイプおよび／または周波数タイプ通知モジュール１３４０および／もし
くは１４４０、並びに／または、図１４に関して説明された利用不可能セル／周波数通知
モジュール１４５０および／もしくはブロードキャスト通知モジュール１４６０を使用し
て行われ得る。
【０２０９】
　[0233]　従って、方法２３００はワイヤレス通信を提供できる。方法２３００は一実施
形態にすぎず、方法２３００の動作は、他の実施形態が可能であるように再構成されるか
、または別様に変形され得ることに留意されたい。
【０２１０】
　[0234]　いくつかの例では、方法２０００、２１００、２２００、および／または２３
００の１つまたは複数の態様が組み合わされ得る。
【０２１１】
　[0235]　図２４は、本開示の様々な態様による、（例えば、モバイルデバイスによる）
ワイヤレス通信のための方法２４００の例を示すフローチャートである。明確にするため
に、方法２４００はまた、図１、図２、図３、図５、図６、図７、図８、図９、図１０、
図１１、および／もしくは図１９に関して説明されたモバイルデバイス１１５、２１５、
２１５－ａ、２１５－ｂ、３１５、５１５、６１５、７１５、８１５、９１５、１０１５
、１１１５、および／もしくは１９１５の１つまたは複数の態様、並びに／または、図１
２および／もしくは図１５に関して説明された装置１２０５および／もしくは１５０５の
１つまたは複数の態様に関して以下で説明される。いくつかの例では、モバイルデバイス
および／または装置は、以下で説明される機能を行うようにモバイルデバイスおよび／ま
たは装置の機能要素を制御するために、コードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０２１２】
　[0236]　ブロック２４０５において、方法２４００は、モバイルデバイスおよび／また
は装置によって、モバイルデバイスおよび／または装置に記憶されている情報に少なくと
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も一部基づいて、共有アクセス高周波帯域において動作するセルが主要サービングセルと
してサービスするのを禁止されることを、特定することを含み得る。ブロック２４０５の
動作は、図１２、図１５、および／もしくは図１９に関して説明されたセル再選択および
／またはアクセス管理モジュール１２２０、１５２０、および／もしくは１９８０、並び
に／または、図１５に関して説明されたセルタイプおよび／もしくは周波数タイプ特定モ
ジュール１５３５を使用して行われ得る。
【０２１３】
　[0237]　いくつかの例では、モバイルデバイスに記憶されている情報は、図９、図１０
、および／または図１１に関して説明されたモバイルデバイス９１５、１０１５、および
／または１１１５に記憶されている情報を含み得る。
【０２１４】
　[0238]　従って、方法２４００はワイヤレス通信を提供できる。方法２４００は一実施
形態にすぎず、方法２４００の動作は、他の実施形態が可能であるように再構成されるか
、または別様に変形され得ることに留意されたい。
【０２１５】
　[0239]　図２５は、本開示の様々な態様による、（例えば、モバイルデバイスによる）
ワイヤレス通信のための方法２５００の例を示すフローチャートである。明確にするため
に、方法２５００はまた、図１、図２、図３、図５、図６、図７、図８、図９、図１０、
図１１、および／もしくは図１９に関して説明されたモバイルデバイス１１５、２１５、
２１５－ａ、２１５－ｂ、３１５、５１５、６１５、７１５、８１５、９１５、１０１５
、１１１５、および／もしくは１９１５の１つまたは複数の態様、並びに／または、図１
２、図１６、および／もしくは図１７に関して説明された装置１２０５、１６０５、およ
び／もしくは１７０５の１つまたは複数の態様に関して以下で説明される。いくつかの例
では、モバイルデバイスおよび／または装置は、以下で説明される機能を行うようにモバ
イルデバイスおよび／または装置の機能要素を制御するために、コードの１つまたは複数
のセットを実行し得る。
【０２１６】
　[0240]　ブロック２５０５において、方法２５００は、共有アクセス高周波帯域におい
て動作するセルが主要サービングセルとしてサービスするのを禁止されることを示すシグ
ナリング情報を基地局からモバイルデバイスにおいて受信することを含み得る。ブロック
２５０５の動作は、図１２、図１６、図１７、および／もしくは図１９に関して説明され
たセル再選択および／またはアクセス管理モジュール１２２０、１６２０、１７２０、お
よび／もしくは１９８０、並びに／または、図１６および／もしくは図１７に関して説明
されたセルタイプおよび／または周波数タイプ受信モジュール１６３５および／もしくは
１７３５を使用して行われ得る。
【０２１７】
　[0241]　いくつかの例では、モバイルデバイスにおいて受信されるシグナリング情報は
、図７、図８、図９、図１０、および／または図１１に関して説明されたモバイルデバイ
ス７１５、８１５、９１５、１０１５、および／または１１１５において受信される情報
を含み得る。
【０２１８】
　[0242]　いくつかの例では、シグナリング情報は、専用シグナリングリソースを介して
、および／またはＲＲＣシグナリングを介して受信され得る。
【０２１９】
　[0243]　ブロック２５１０において、方法２５００は、受信されたシグナリング情報に
少なくとも一部基づいて、主要サービングセルとしてサービスするのを禁止されるものと
してセルを特定することを含み得る。ブロック２５１０の動作は、図１２、図１６、図１
７、および／もしくは図１９に関して説明されたセル再選択および／またはアクセス管理
モジュール１２２０、１６２０、１７２０、および／もしくは１９８０、並びに／または
、図１６および／もしくは図１７に関して説明されたセルタイプおよび／または周波数タ
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イプ特定モジュール１６４０および／もしくは１７４０を使用して行われ得る。
【０２２０】
　[0244]　方法２５００のいくつかの例では、シグナリング情報の少なくとも一部分は、
共有アクセス高周波帯域の１つまたは複数の周波数範囲を一意に特定する、１つまたは複
数の周波数バンド識別子および／またはチャネル識別子を含み得る。１つまたは複数の周
波数範囲は、主要セルとしてサービスするのを禁止されるものとして特定されるセルによ
って使用される周波数を含み得る。これらの例では、方法２５００は、例えば、図１０に
関して説明されたように、共有アクセス高周波帯域の１つまたは複数の周波数範囲が主要
サービングセルの選択に適していないと決定することを含み得る。
【０２２１】
　[0245]　方法２５００のいくつかの例では、シグナリング情報の少なくとも一部分は、
共有アクセス高周波帯域の周波数範囲を特定する、複数の周波数バンド識別子および／ま
たはチャネル識別子の１つを含み得る。周波数範囲は、主要セルとしてサービスするのを
禁止されるものとして特定されるセルによって使用される周波数を含み得る。これらの例
では、方法２５００は、例えば、図９、図１０、および／または図１１に関して説明され
たように、共有アクセス高周波帯域の周波数範囲が主要サービングセルの選択に適してい
ないと決定することを含み得る。
【０２２２】
　[0246]　従って、方法２５００はワイヤレス通信を提供できる。方法２５００は一実施
形態にすぎず、方法２５００の動作は、他の実施形態が可能であるように再構成されるか
、または別様に変形され得ることに留意されたい。
【０２２３】
　[0247]　いくつかの例では、方法２４００および／または２５００の１つまたは複数の
態様が組み合わされ得る。
【０２２４】
　[0248]　添付の図面に関して上に記載された詳細な説明は、例を説明しており、実施さ
れ得るまたは特許請求の範囲内に入る例のみを表すものではない。「例」および「例示的
」という語は、この説明で使用されるとき、「一例、実例、または例示としての役割を果
たす」ことを意味し、「好ましい」または「他の例より有利である」ことを意味しない。
発明を実施するための形態は、説明される技法の理解をもたらすための具体的な詳細を含
む。しかしながら、これらの技法は、これらの特定の詳細を伴わずに実践され得る。いく
つかの事例では、説明される例の概念を不明瞭にすることを避けるために、よく知られて
いる構造および装置がブロック図の形態で示されている。
【０２２５】
　[0249]　情報および信号は、種々の異なる技術および技法のいずれかを使用して表され
得る。例えば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、
信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子
、光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０２２６】
　[0250]　本明細書の開示に関連して説明される様々な例示的なブロックおよびモジュー
ルは、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは
他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタロジック、個別ハー
ドウェアコンポーネント、もしくは本明細書で説明される機能を行うように設計されたそ
れらの任意の組合せによって実施または行われ得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッ
サであり得るが、代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マ
イクロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデ
バイスの組合せ、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロ
セッサ、ＤＳＰコアと連携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他
のそのような構成としても実施され得る。
【０２２７】
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　[0251]　本明細書において説明される機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行
されるソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実施され得る。プ
ロセッサによって実行されるソフトウェアで実施される場合、機能は、１つまたは複数の
命令またはコードとして非一時的コンピュータ可読媒体上に記憶され、または非一時的コ
ンピュータ可読媒体を通じて送信され得る。他の例および実施形態が、本開示および添付
の特許請求の範囲および趣旨の中にある。例えば、ソフトウェアの性質により、上で説明
された機能は、プロセッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、また
はこれらのいずれかの組合せによって実行されるソフトウェアを使用して実施され得る。
機能を実施する特徴はまた、機能の一部が異なる物理的場所において実施されるように分
散されることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含
めて、本明細書で使用される場合、「のうちの少なくとも１つ」で終わる項目の列挙中で
使用される「または」は、例えば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙
がＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、Ａおよ
びＢおよびＣ）を意味するような選言的列挙を示す。
【０２２８】
　[0252]　コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラム
の転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。
記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の入手可能な媒
体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読記憶媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、
ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディ
スクストレージもしくは他の磁気記憶デバイス、または、命令もしくはデータ構造の形態
で所望のプログラムコード手段を搬送または格納するために使用され、汎用もしくは専用
コンピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る任意の他の
媒体を備え得る。また、任意の接続がコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。例えば、
ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回
線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して
、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル
、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波
などのワイヤレス技術は、伝送媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるディスク（
disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディ
スク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（Ｄ
ＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）デ
ィスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、
ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せも、コンピュ
ータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０２２９】
　[0253]　本開示の先の説明は、当業者が本開示を作成または使用できるように与えられ
る。本開示に対する様々な変形が当業者には容易に明らかとなり、本明細書で定義された
一般的な原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され
得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、例または事例を示
すものであり、言及された例についてのいかなる選好も暗示または要求しない。従って、
本開示は、本明細書で説明された例および設計に限定されるべきでなく、本明細書で開示
された原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　共有アクセス高周波帯域においてセルが動作すると決定することと、
　前記共有アクセス高周波帯域において前記セルが動作するという前記決定に少なくとも
一部基づいて、前記セルが主要サービングセルとしてサービスするのを禁止されることを
示すシグナリング情報をモバイルデバイスに送信することとを備える、方法。
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［Ｃ２］
　前記シグナリング情報を送信することが、
　専用シグナリングリソースを使用して前記シグナリング情報を送信することを備える、
Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記シグナリング情報が、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング情報を備える、Ｃ
２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記シグナリング情報が、前記モバイルデバイスが無線リソース制御（ＲＲＣ）アイド
ル状態にあるときに前記モバイルデバイスが監視すべきではない、前記共有アクセス高周
波帯域の１つまたは複数の周波数を示す、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記共有アクセス高周波帯域の１つまたは複数の周波数が、セル再選択の優先度を割り
当てられない、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記シグナリング情報を送信することが、
　前記シグナリング情報をブロードキャストすることを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記シグナリング情報が、前記モバイルデバイスがある時間期間の間主要サービングセ
ルとして前記セルにアクセスするのを禁止されることを示す、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記共有アクセス高周波帯域の１つまたは複数の周波数範囲が主要サービングセルの選
択に適していないと決定することをさらに備え、前記１つまたは複数の周波数範囲が前記
セルによって使用される周波数を含み、
　前記シグナリング情報の少なくとも一部分が、前記共有アクセス高周波帯域の前記１つ
または複数の周波数範囲を一意に特定する、１つまたは複数の周波数バンド識別子または
チャネル識別子を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記共有アクセス高周波帯域の周波数範囲が主要サービングセルの選択に適していない
と決定することをさらに備え、前記周波数範囲が前記セルによって使用される周波数を含
み、
　前記シグナリング情報の少なくとも一部分が、前記共有アクセス高周波帯域の前記周波
数範囲を特定する、複数の周波数バンド識別子またはチャネル識別子の１つを備える、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記シグナリング情報を送信することが、
　主要同期信号（ＰＳＳ）、二次的同期信号（ＳＳＳ）、またはセル参照信号（ＣＲＳ）
を使用して前記シグナリング情報を送信することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記シグナリング情報を送信することが、
　クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）免除送信（ＣＥＴ）フレームを使用して前記シ
グナリング情報を送信することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記シグナリング情報がマスター情報ブロック（ＭＩＢ）において送信される、Ｃ１に
記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記シグナリング情報が前記ＭＩＢに追加される１つまたは複数の情報要素を使用して
送信される、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記シグナリング情報がシステム情報ブロック（ＳＩＢ）において送信される、Ｃ１に
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記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記シグナリング情報が前記ＳＩＢに追加される１つまたは複数の情報要素を使用して
送信される、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］
　周波数バンド識別子が、前記セルが主要サービングセルとしてサービスするのを禁止さ
れることを示すために使用される、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記モバイルデバイスが無線リソース制御（ＲＲＣ）接続状態にあるとき、前記共有ア
クセス高周波帯域において前記セルが動作するという前記決定に少なくとも一部基づいて
、前記セルへの前記モバイルデバイスのハンドオーバーを防ぐことをさらに備える、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記シグナリング情報が、前記モバイルデバイスが無線リソース制御（ＲＲＣ）アイド
ル状態にあるときにセル再選択の検討に利用不可能である、前記共有アクセス高周波帯域
の１つまたは複数の周波数を示す、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記共有アクセス高周波帯域において動作する前記セルにアクセスするための要求を前
記モバイルデバイスから受信することと、
　前記共有アクセス高周波帯域において動作する前記セルにアクセスするための前記要求
を拒絶することとをさらに備え、
　前記シグナリング情報を前記送信することが、前記セルが前記主要サービングセルとし
てサービスするのを禁止されることを示す原因値を前記モバイルデバイスに送信すること
を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ２０］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令が、前記プロセッサによって、
　共有アクセス高周波帯域においてセルが動作すると決定し、
　前記共有アクセス高周波帯域において前記セルが動作するという前記決定に少なくとも
一部基づいて、前記セルが主要サービングセルとしてサービスするのを禁止されることを
示すシグナリング情報をモバイルデバイスに送信するように実行可能である、装置。
［Ｃ２１］
　前記命令が、前記プロセッサによって、
　前記共有アクセス高周波帯域の１つまたは複数の周波数範囲が主要サービングセルの選
択に適していないと決定するように実行可能であり、前記１つまたは複数の周波数範囲が
前記セルによって使用される周波数を含み、
　前記シグナリング情報の少なくとも一部分が、前記共有アクセス高周波帯域の前記１つ
または複数の周波数範囲を一意に特定する、１つまたは複数の周波数バンド識別子または
チャネル識別子を備える、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　共有アクセス高周波帯域において動作するセルが主要サービングセルとしてサービスす
るのを禁止されることを示すシグナリング情報を基地局からモバイルデバイスにおいて受
信することと、
　前記受信されたシグナリング情報に少なくとも一部基づいて、前記主要サービングセル
としてサービスするのを禁止されるものとして前記セルを特定することとを備える、方法
。
［Ｃ２３］
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　前記シグナリング情報が、専用シグナリングリソースを介して受信される、Ｃ２２に記
載の方法。
［Ｃ２４］
　前記シグナリング情報が、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して受信され
る、Ｃ２３に記載の方法。
［Ｃ２５］
　前記シグナリング情報が、前記モバイルデバイスが無線リソース制御（ＲＲＣ）アイド
ル状態にあるときに前記モバイルデバイスが監視すべきではない、前記共有アクセス高周
波帯域の１つまたは複数の周波数を示す、Ｃ２４に記載の方法。
［Ｃ２６］
　前記シグナリング情報が、前記モバイルデバイスがある時間期間の間主要サービングセ
ルとして前記セルにアクセスするのを禁止されることを示す、Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２７］
　前記シグナリング情報の少なくとも一部分が、前記共有アクセス高周波帯域の１つまた
は複数の周波数範囲を一意に特定する１つまたは複数の周波数バンド識別子またはチャネ
ル識別子を備え、前記１つまたは複数の周波数範囲が前記セルによって使用される周波数
を含み、
　前記共有アクセス高周波帯域の前記１つまたは複数の周波数範囲が主要サービングセル
の選択に適していないと決定することをさらに備える、Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２８］
　前記シグナリング情報の少なくとも一部分が、前記共有アクセス高周波帯域の周波数範
囲を特定する複数の周波数バンド識別子またはチャネル識別子の１つを備え、前記周波数
範囲が前記セルによって使用される周波数を含み、
　前記共有アクセス高周波帯域の前記周波数範囲が主要サービングセルの選択に適してい
ないと決定することをさらに備える、Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２９］
　前記シグナリング情報が、前記モバイルデバイスが無線リソース制御（ＲＲＣ）アイド
ル状態にあるときにセル再選択の検討に利用不可能である、前記共有アクセス高周波帯域
の１つまたは複数の周波数を示す、Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ３０］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令が、前記プロセッサによって、
　共有アクセス高周波帯域において動作するセルが主要サービングセルとしてサービスす
るのを禁止されることを示すシグナリング情報を基地局からモバイルデバイスにおいて受
信し、
　前記受信されたシグナリング情報に少なくとも一部基づいて、主要サービングセルとし
てサービスするのを禁止されるものとして前記セルを特定するように実行可能である、装
置。



(54) JP 6517220 B2 2019.5.22

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(55) JP 6517220 B2 2019.5.22

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(56) JP 6517220 B2 2019.5.22

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(57) JP 6517220 B2 2019.5.22

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(58) JP 6517220 B2 2019.5.22

【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】



(59) JP 6517220 B2 2019.5.22

【図２１】 【図２２】

【図２３】 【図２４】



(60) JP 6517220 B2 2019.5.22

【図２５】



(61) JP 6517220 B2 2019.5.22

10

20

30

40

フロントページの続き

(72)発明者  ジ、ティンファン
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  ガール、ピーター
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  ウェイ、ヨンビン
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  シュ、ハオ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  チェン、ワンシ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  ルオ、タオ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  マラディ、ダーガ・プラサド
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  ブシャン、ナガ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  ダムンジャノビック、アレクサンダー
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  パテル、シマン・アービンド
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５

    審査官  新井　寛

(56)参考文献  国際公開第２０１３／１８３３３２（ＷＯ，Ａ１）　　
              国際公開第２０１３／１３１２５０（ＷＯ，Ａ１）　　
              国際公開第２０１２／１０９１９５（ＷＯ，Ａ２）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｂ　７／２４　－　　７／２６
              Ｈ０４Ｗ　４／００　－　９９／００
              ３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　ＳＡ　　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　ＣＴ　　ＷＧ１、４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

